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本報告書は、 日本 自転車振興会 か ら競輪収益の一部である機械 工業振興資金の補助

を受けて作成 したものである。



序

デ ー タベ ー ス は 、 わ が 国 の情 報 化 の 進展 上 、重 要 な 役割 を果 た す も の と期 待 され て い る。

今 後 、 デ ー タベ ー ス の普 及 に よ り、 わ が 国 に おい て健 全 な高 度 情 報 化 社 会 の 形 成 が期 待 さ

れ る 。 さ らに海 外 に対 して 提供 可 能 な デ ー タベ ー スの 整備 は 、国 際 的 な 情 報 化 へ の貢 献 お

よび 自 由な情 報 流 通 の 確 保 の 観点 か らも 必要 であ る。 しか しなが ら、 現 在 わ が 国 で 流 通 し

て い る デ ー タベ ース の 中で わ が 国独 自の もの は1/4に す ぎ な いの が 現 状 であ り、 わ が 国

デ ー タベ ー スサ ー ビス ひ い て はバ ラ ンス あ る情 報 産業 の健 全 な発 展 を 図る ため には 、 わ が

国 独 自の デ ー タベ ース の 構 築 および デー タベ ー ス 関連 技 術 の研 究 開発 を強 力 に促 進 し、 デ

ー タベ ー ス の拡 充 を図る 必 要 が あ る。

この よ うな 要 請 に応 え るた め 、(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ン タ ー で は 日本 自転 車 振 興 会

か ら機 械 工 業 振 興 資金 の 交 付 を受 け て、 デー タベ ー スの 構 築 お よび 技術 開 発 に つ いて 民 間

企 業 、 団体 等 に対 して委 託 事 業 を実施 してい る。 委 託 事業 の 内容 は 、社 会 的 、経 済 的 、 国

際 的 に重 要 で 、 また地 域 お よび 産 業 の発 展 の促 進 に寄 与す る と考 え られ て い る デ ー タベ ー

スの 構築 とデ ー タ ベ ー ス作 成 の 効 率化 、流 通 の促 進 、 利用 の 円滑 化 ・容 易 化 な どに 関係 し

た ソフ トウ ェア 技 術 ・ハ ー ドウ ェア 技術 であ る。

本 事業 の 推 進 に 当 って 、 当財 団 に学 識経 験 者 の方 々で構 成 され る デ ー タ ベ ー ス 構築 ・技

術 開 発促 進 委 員 会(委 員 長 東 京 工 科 大 学教 授 西 野 博 二 氏)を 設 置 して い る 。

この 「CD-ROMマ ル チ メ デ ィ アデ ー タ フ ォー マ ッ トの 調 査 」 は平 成 元 年 度 の デ ー タ

ベ ー ス 構築 促 進 お よび 技 術 開 発促 進 事 業 と して、 当財 団 が 日本 電 子 出版 協 会 に対 して 委 託

実施 した課 題 の 一 つ で あ る 。 この 成 果 が 、 デー タベ ー ス に興 味 を お持 ち の 方 々や 諸 分 野 の

皆様 方 の お役 に立 て ば幸 い で あ る。

な お、 平成 元 年 度 の デ ー タ ベ ース の 構 築促 進 およ び技術 開発 促 進 事 業 で 実 施 した 課題 は

次 表 の と お りであ る。

平成2年3月

財 団法 人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン ター



平成元年度デー タベース構 築 ・技術 開発促進 委託課題

分 野 課 題 名

1気 候 情報 デー タベ ースの 構築

2電 磁 波環 境障 害 に関す るデー タベ ースの 構 築

3災 害情報 シソー ラスの構 築

4意 味情報 を中核 と した 医療評 価デ ー タベ ー ス と コ ミュニ ケー シ ョン シス テ ム

社 会 の構築

5ハ ン デ ィ キャ ップパー ソ ンの 情報 ニー ズ に即 した ライ フサポ ー トデ一 夕ベ ー

スの構築

6博 物 館情 報 デー タベー ス システ ムの構 築

7中 央官庁での電子計算機利用 に関する報告書のデータベース化

8沖 縄 地域 にお ける文化 情報 デー タベー スの 構 築

地域活性化 9九 州地域の人材情報データベース構築に関する調査研究

中小企業振興 10高 岡 市 商圏 デー タベー スの構 築

11地 域 の物 産 ・人材 ・文 化情 報の デー タベ ース構 築 と新 しい地 域間 交流推 進 に

関する調査研究

地 図 12マ ル チ メデ ィア型地 図デ ータベ ース構 築 のた めの 調査研 究

エネル ギー ・資 源 13燃 焼 技 術 と燃焼 装置 設計 のデ ータベ ース 作成

部品 ・材 料 14技 術 支 援 シス テム におけ る産業 機械 部 品デー タベ ー スの構 築

15マ イ ク ロコ ンピ ュー タの プ ログラマ ブル 周辺 デバ イ スの デー タベー ス構 築

標 準 化 16イ オ ン ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー ・デ ー タ ベ ー ス の 構 築

17CD-ROMマ ル チ メデ ィア デー タフ ォー マ ッ トの調 査

海 外 18デ ー タベ ース 構築の ため の ター ミノ ロジーの 調査 研究

技 術 19異 種 デー タか ら構成 され るデ ータベ ー スの総 合 的処理 技術 に関 する調 査研 究

20バ イ ナ リモデ ル に基 づ く先端 的文書 検索 システ ムの 開発
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1.緒 言

「電 子 出 版 」 と呼 ば れ る情 報 流 通 形態 が 注 目され てい る 。 従来 の 出版 が 紙 の 上 に 印 刷 さ

れ た 文字 や 図形 に よ り情 報 の伝 達 を行 な うの に 対 し、電 子 出版 で はCD-ROMを 始 め と

す る光 デ ィス クやICカ ー ドな どの 媒体 にデ ジタ ル情 報 を記 録 した もの を大 量 に複 製 し、

流 通す る 。

従来 の 印 刷 に よ る 出版 で 表現 で きる 情報 が 文 字 や 図形 に限 られ て いた の に対 して 、 電 子

出版 では 音 声 や 動 画 な ど の マ ル チ メデ ィア情 報 を付 加 す る こ と によ りさ らに説 得 力 の あ る

情 報の 伝 達 を行 な う こと が で き る よ うに なる 。

また、 印 刷 に よ る情 報 の 伝達 が 送 り手か ら受 け手 に対 す る 一 方 向で あ った も の が 、 電 子

出版 の読 み だ し装 置 に イ ン テ リジ ェン ス を持 たせ る ことに よ り利 用 者 の 希 望 に沿 っ た 情 報

を提供 す る イ ン タ ラ ク テ ィブ機 能 を実現 す る ことが でき る 。 これ に よ り、 特 に企業 向 け ト

レー ニ ング シス テ ム や 教 育用 と して 大 きな 市場 を期 待 す る こ とが でき る 。

電子 出版 が 可 能 と な っ た技 術 的 な 要 因 と して は 、マ イ ク ロプ ロ セ ッサ や メモ リな ど に代

表 され る 半 導 体 技 術 の 飛 躍 的 な発 展 と、情 報 を供 給 す る た め の媒 体 と して の 光 デ ィス ク や

半 導体 メモ リの 発 達 が あ げ られ る。

例 えばCD-ROMで は550メ ガ バ イ トの 容量 を有 す る が 、 これ は 文 庫 本 に して 約1

000冊 、 大 型 の 辞 書 に して も数 十 冊 もの 情 報 を記録 す る こ とが 可能 と言 わ れ て い る 。 こ

れ によ り従 来 の 紙 の 出版 物 に比較 し、 保 管ス ペ ー ス の大 幅 な 節 約 、 そ して貴 重 な 森 林 資 源

の 保 護の 効 果 が 期 待 で き る 。

しか しな が ら、 視 覚 に よ り情 報 を読 み 出す こ との で き る紙 に よる 出版 物 に対 し、 電 子 出

版 で は媒 体 に記 録 した情 報 を読 み 出 して人 間 に理 解 の で きる 形 に変換 す る ため の 読 み だ し

装 置(こ こ で は 「ビ ュー ア 」 と呼ぶ)が 必 要 にな る 。

一 般 にパ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タが この ビュー ア と して利 用 され て い るが 、 これ らの ビ ュ

ー ア の仕 様 が メー カ ー ご と に異 な って い るた め に 同 一の 電 子 出版 媒体 を さ ま ざ まな 形 式の

ビ ュー アで 利 用 す る こ とが で き な いの が現 状 とな って いる 。

この よ う に、 利 用 す る の に ビ ュー ア を必 要 とす る こと、 ビ ュー ア に互 換 性 が な い た め に

利 用 者が 限 定 され て しま う こ との2点 が電 子 出版 の 欠点 で あ る と とも に阻 害 要 因 とも な っ

て い る。

上 記の 問題 の 解 決 手 段 と して は2つ の方 法 が 考 え られ る 。1つ は 、電 子 出版 の ビ ュー ア

ー1一



の 仕 様 を標 準 化 して統 一 す る こと で あ る 。 しか し、 す で に さ ま ざ まな仕 様 の ビ ュー ア(パ

ソ コ ン、WS等)が 存 在 す る 以上 、 そ の 実 現 は 困難 と言 え よ う。 また 、 た とえ ハー ドに関

しての 標 準 化 に成 功 した と仮 定 して も ハ ー ドウ ェア に関 す る進 歩 は非 常 に激 しい の で短 期

間 の 内 に 陳腐 化 して しま う可 能 性 も大 きい 。

も う1っ の方 法 は 、 電子 出版 で 流 通 させ る情 報 を何 らか の 方 法 で標 準 化 す る こ とで あ る。

さ らに、 情 報 の標 準 化 規約 を 公 開 す る こ とに よ り、 メー カー や ビ ュー ア の仕 様 に よ らず に

同一 の 媒 体 を利 用 可能 にな る 。例 え ば1枚 のCD-ROMを さ ま ざ まな 形 式 の パ ソコ ンや

ワ ー クス テー シ ョン 、 ワー プ ロ、 そ して 専 用 の ポ ー タブ ル ビ ュー ア に よ り読 み 出 して利 用

す る こと が可 能 にな る 。 また 、 ハ ー ドウ ェ アか ら情報 を切 り離 す こ と に よ りハ ー ドウ ェア

の 進歩 に 対 し独 立 で い る ことが 可 能 に な る。

日本 電 子 出版 協会 では シス テ ム 標 準化 委 員会 に ワー キ ン グ グル ー プ を設 け て情 報 の 標準

化 の 問題 に対 す る解 決 策 を検討 して い る 。 当ワ ー キ ング グル ー プ で は 、1988年 に電子

出版 用 の 媒 体 と してCD-ROMに 注 目 し、CD-ROMの フ ァイ ル 構 造 に関 す る規 格I

SO9660の 調 査 を行 な った 。 さ らに、ISO9660の 日本 語 対 応 方 式 を検 討 し、 そ

の 結果 を 「日本 語 対 応CD-ROM論 理 書 式 」 と して業 界 に推奨 案 と して提 案 した 。

1989年 度 は前 記 推奨 案 に基 づ くCD-ROMテ ス トデ ィス ク を作 成 し、電 子 出版 に

関 す る さ ま ざ まな実 験 を行 な っ た 。 そ の 結 果 、 電子 出版 に お ける ア プ リケ ー シ ョン レベ ル

の 標 準 化 の 重 要 性 を指 摘 した 。

本 年 度 は 、前 年 度 の成 果 をふ まえ 、今 後 の 電 子 出版 の 推 進 を行 な う上 での 材 料 とす る こ

と を 目的 と して、 現 状 のパ ッケ ー ジ系 の電 子 出版 に関す る 媒 体 や情 報 の 標 準 化 に関 す る動

向 を調 査 す る こと に した 。 内容 と して は 、特 に電 子 出版 の 特 徴 で あ る マ ル チ メ デ ィア 機 能

に注 目 してrCD-ROMマ ル チ メ デ ィア デ ー タ フ ォー マ ッ トの 調査 」 を行 な った 。
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2.冒 周 査 の 概 要

2.1活 動 の概 要

CD-ROM電 子 出版 お よび マル チ メヂ ・ア シス テム の デー タ フ ォー マ ・ トに 関す る 標

靴 動 向 繍 査 す る ため に 日精 子 出版 協 会 シス テ ム標 靴 委 員 会 にサ ブ ワー キ ング グル

ー プ と してCD-ROMマ ル チ メ デ ・ アデ 一 夕フ オー マ ・ ト調 査 委 員 会 を結 成 し・ 調 査 活

動 を行 な った 。

調 査 の 方 法 と して は マ ル チ メ ヂ ・ ア に関す る デー タフ ォー マ ・ トと してISOやJIS

に お いて 検 討 され て い る もの と事 実 上の 業 界標 準 に な りつ つ あ る規 格 ・ も しくは思 想 的 に

各種 の規 格 に大 き な影 響 を与 えた 考 え 方 に関 して顛 と思 わ れ る 項 目 を ピ・ クア ・プ し・

そ れ ぞ れ の項 目につ い て 専 門 家 を招 いて講 演 を実施 した ・ ま た・ 規 格 案 鮒 で は な く実 際

の 応 用 例 や ア プ リケ ー シ 。ン に関 して も重 視 し、 ケー ス ス タ デ ・と して特 許 庁 の ペ ーパ ー

レス 計 画 を取 り上 げ た。

検 討 対 象 と して はパ ッケ ー ジ綿 子 出版{・関 係 す る と思 われ る マル チ メデ ・ア デ 一 夕の

フ ォー マ 。 トに関 して音 声 醐 系 ・文 書(DTP)系 ・ヂ ー一一タベ ー ス 系 の3つ に大 き く分

類 して それ ぞれ の 項 目に関 して の講 演 お よび調査 を行 な っ た。

調 査委 員 会 は 毎 月6回 に渡 って 実 施 し、各 回 ご とに2か ら3個 の項 目に関 して講 演 お よ

び デ 、ス カ 。シ 。 ンに よ る調 査 を実 施 した.さ ら{・講演 の 内容 を噛 し・講 演 後 に文 書 化

を行 な って 検討 の 材 料 と した 。
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2.2実 施体制

日本電子 出版協会 システム標準化委 員会 におけるデータフオーマ 。 欄 査委員会の構成

委 員を以下に示す。(敬 称略、順不 同)

システム標準化委員会委員長 堀 内道夫 新学社

データフ ォーマッ ト調 査委 員会

委員長

委員

オ ブ ザー バ

事務局

山田善 弘

山崎俊一

坪倉 孝

新堀 進

滝 口 力

山田 淳

斉藤 二三夫

江藤哲郎

海江 田一詩

安田直義

永井元芳

赤川誠一

中島頼義

田村 豊

武林広高

若月文男

高橋裕二

栂野 平

飯 田 保

岡林 毅

宇 田川一彦

林 幸男

日立 製 作 所 家 電 研究 所 第4部

ジー ク

富 士 通 パ ー ソナル シス テ ム 事 業 部

ソニ ー スー パ ー マイ ク ロ事 業 部

イ ー ス ト

凸版 印刷 電子 映 像 出版 本 部

大 日本 印 刷CTS事 業 部

マ イ ク ロ ソフ ト

ア ス キー 出版 局

日外 ア ソ シエー ツ デー タベ ー ス 局

松 下 伝 送 技 術本 部

通 商産 業 省 特許 庁

富士 ゼ ロ ック ス シス テ ムW開 発 部

三 洋 電 器 研 究 開発 本 部

大 日本 イ ン キ 製 造 部

エ ム ピー テ クノ ロ ジ

新 学 社

イ ンテル ジ ャパ ン

日立 マ ク セル 筑 波 研 究所

日本 コ ロ ム ビア ソフ ト技 術 本 部
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2.3実 施 内容

実施 され た 調 査 委 員 会 に おけ る講 演 お よび講 師 は 以 下の と お りで あ る 。(敬 称 略)

項 目 講 師

平 成 元年 度

8月 マ ル チ メデ ィア シス テ ム の動 向 山 崎(ジ ー ク)

9月[文 書 構 造 の標 準 化 動 向]

ODA概 要 村 上(日 立)

SGML概 要 斉 藤(大 日本)

特 許 庁 ペ ーパ ー レス 計 画 赤 川(特 許 庁)

10月[音 声 動 画標 準化 動 向]

XA概 要 新 堀(ソ ニ ー)

CD-ROMデ ィス ク作 成 山 田(凸 版)

DVI栂 野(イ ンテ ル)

11月[デ ー タベ ー ス系]

WING坪 倉(富 士 通)

バ イ ブ ル ズ ・CDbase安 田(日 外)

12月[DTP系]

Postscript下 川(イ ー ス ト)

TIFF .滝 口(イ ー ス ト)

Interpress中 島(富 士 ゼ ロ ック ス)

平 成2年 度

[DTP系]

1月ISO標 準 化 動 向概 要 小 町(松 下 電 送)

TEX概 要 濱 野(ア ス キ ー)
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3.マ ル チ メ デ ィ ア ・ デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト

標 準 化 動 向 調 査

3.1マ ルチメディアシステム概要

現 在 マ ル チ メ デ ィ ア とい う言葉 が 注 目され て お り電 子 出版 に お ける キー ワー ドとも考 え

られ て きて い る。 マル チ メデ ィア 化 の 流れ を コ ン ピ ュー タの マ ン マ シ ンイ ン ター フ ェー ス

の進 歩 に注 目 して復 習 して み る 。

世界 最 初 の 電子 式 の デ ジ タル コ ン ピ ュー タは1946年 に 開発 され たENIACと 呼 ば

れ る シス テ ム と され て い る。ENIACは 真 空 管 を18800本 も使 用 した もの で あ り、

大 砲 の弾 道 計 算 な ど軍 事用 の 目的 に利 用 され た。 当時 は ソフ トウ ェア と呼 ばれ る もの は 存

在 せ ず 、 プ ロ グ ラム は ハ ー ドウ ェア の変 更 、 つ ま り配 線 を しな おす こ とで 目的の 計 算 を行

な う方 式 で あ りマ ン マ シ ンイ ンタ ー フ ェー ス 以 前 の 段 階 であ った 。

計算 を変 更 す る た び に配 線 しな おす の で はあ ま りに も効 率 が 悪 い と い う こ とで 考案 され

た の が フ ォ ン ・ノ イ マ ン に よ るス トア ドプ ロ グ ラム 方 式 で あ る。 これ は 、紙 に記 録 した プ

ログ ラ ム を実 行 す る とい う方 式 で あ り現 在 主流 の ソフ トとハ ー ドの分 離 した コ ン ピ ュー タ

の 原形 が 確 立 され た 。 その 後 、 しば らくは タ イ プ ライ タ 形 式 の カ ー ド穿孔 機 、 出 力は プ リ

ンタ が一 般 的 にな った 。

マ ン マ シ ンイ ンタ ー フ ェー ス と して大 き な変 革 で あ った の は1960年 代 に普 及 したC

RT端 末 であ ろ う。 端 末 の実 用 に よ りそ れ ま での カ ー ドによ る デ ー タ や プ ロ グ ラム が 磁 気

デ ィス ク上 の 仮 想 的 な フ ァイル に置 き換 え られ た こ と にな る が 、 コ ン ピ ュー タの 操 作 性 の

大 きな 向 上 につ な が った 。

また 、1970年 代 にな っ てハ ー ドウ ェ ア上 の 大 き な変 革 が 行 な わ れ た 。 マ イ ク ロ プ ロ

セ ッサ の 登場 であ る。 世 界 最 初 の マ イ ク ロ プ ロセ ッサ は1971年 に発 表 され た イ ンテ ル

社 の4ビ ッ トマ イ コ ンi4004と され て いる がi4004は8ビ ヅ トCPuで あ るi8

080やZ80に 発 展 し、 マ イ ク ロプ ロ セ ッサ 時代 の 牽 引役 とな る 。

ま た 、マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ の 登 場 はパ ー ソナ ル コン ピ ュー タの 出現 を可 能 と した 。最 初

に 出現 したパ ソ コン は8ビ ッ トCPUと 数 百バ イ トとい う現 在 か らみれ ば非 常 に小 さな メ

モ リを有 した もの で あ った が 、 い わ ゆる マ ニ ア と呼 ば れ る 人 達 に愛 好 され て ソ フ トウ ェ ア

の 発 達 を促 した。

こ う して 、1970年 の 後 半 に は マ ン ・マ シ ンイ ン ター フ ェー ス と してCRTデ ィス プ
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レイ と キー ボ ー ドが用 い られ たパ ソ コ ン と よばれ る シス テ ムが 一 般 的 に な っ て きた 。

当初 の パ ソ コ ンで は デ ィス プ レイ に表 示 され るの は キ ャラ ク タ(文 字)の み で あ り、 マ

ニ ア達 は 文 字 の み のパ ソ コ ンでBASICの プ ロ グラム を動 か した りビ ジネ ス ソフ トを開

発 した り、 さ らに 宇宙 ゲー ム を楽 しん だ もの で あ った。

や が て 文 字 だ け の シス テム に あ き た らな くな る とグ ラフ ィッ ク機 能 を もっ パ ソ コ ンが 登

場 す る 。 ア メ リカ に お い ては ア ップル 社 か らAp .pleI]が 登 場 した。 解 像 度 は280×

192程 度 で16色(ハ イ レ ゾ リ ュー シ ョン6色)の 表 示が 行 な え る シス テ ム であ った。

また 、 日本 に おい て も 国 内数 社 か ら相 次 い で カ ラー グ ラフ ィッ クの 可 能 な パ ソ コ ンが登 場

す る 。 これ らの シス テ ムは640×200ド ッ トで8色 程 度 の グ ラ フ ィ ッ ク機 能 を有 して

い た 。 日本 に おい て は漢 字 の 表示 を行 な うため に640×400ド ッ トの シス テ ム が その

後 主 流 とな った が 、漢 字 も24ド ッ トで 表 示す るた め に1000×750ド ッ ト程 度 の 解

像 度 が 必要 とされ る よ う にな るだ ろ う。

世 界 的 に も ウ ィ ン ドウ対応 な ど に よ り解像 度 は 高精 細化 す る 方 向 に あ りEWSな どで は

1240×1024ド ヅ トの 自然 画 の 表 示 が可 能 な もの まで 製 品 化 さ れ て い る 。

ま た 、 マ ン マ シ ン ・イ ンター フ ェー ス と して は 視覚 以外 にも 聴 覚 の 利 用 を無 視す るわ け

に は い か な い。 パ ソ コ ンは 当初 よ り聴 覚 との イ ンタ ーフ ェー ス と して ブ ザ ー に よ リ発 生 し

た音 波 を利 用 して きた が 、 ビジネ ス や 業務 用 の シス テム は別 と して 音 声 に関 して もFM音

源 の 採 用 な ど、情 報 量 の 増 大 が傾 向 と して み る こ とがで きる 。

以 上 、 見 て きた こ とか らい え る こ とは 、 コ ン ピ ュータの 発 達 に よる 処 理 能 力の 増 大の か

な りの部 分 が マ ン マ シ ンイ ン ター フ ェー スの 向上 に あて られ て きて い る とい う こ とであ る 。

ま た 、 その 背 景 には 半 導体 の 発 達 によ るハ ー ドウ ェアの大 幅 な コス トダ ウン が あ る。 つ ま

り、 真 空 管 や コア メモ リ を使 用 す る よ うな初 期 の コ ン ピュー タ で はハ ー ドウ ェア が非 常 に

高 価 だ った の で ハ ー ドウ ェア を最低 限 と してそ の分 人 間が 労 力 をも っ て補 う こ とに よ り使

用 目的 を達 成 して い た 。 これ に対 し、IC・LSIの 発 達 によ る ハ ー ドウ ェア の 大 幅な コ

ス トダ ウ ンは ハ ー ドウ ェアの コス トよ りも人 件 費 を大 きな 問 題 と して ク ロー ズ ア ップ して

き た 。 そ の た め に マ ン マ シ ンイ ン ター フ ェー ス を改 善す る こと に よ り人 間 の負 担 を 下げ て

効 率 を高 め る こと が望 まれ て き た。

今 後 も この 方 向 は変 わ らず 、 ユー ザ イ ンタ ー フ ェース の 向上 に よ りコ ン ピ ュー タが 人 間

に と って さ らに使 いや す くな る と い う こ と、す な わ ち その有 力な 手 段 で あ る マル チ メデ ィ

ア化 は 当然 の 成 り行 き とい え よ う。 さ ら に、 マ ウス や ウ ィン ドウ、 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 に よ
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る 直感 的 な マ ンマ シ ン イ ン ター フ ェー ス も 今後 増 えて い くと思 われ る。

マ ンマ シ ンイ ン タ ー フ ェー ス の 形態 と して は 、 こ こで は音 声 および 文書 表 示 ・自然 画の

静 止画 お よび 動 画の 表 示 が現 実 的 な マ ンマ シ ンイ ン ター フ ェー スの 目標 と考 え る ・ ま た ・

操 作系 に関 して は触 れ な い ことに す る。

3.2マ ル チ メデ ィア ・シス テ ム 用 の媒 体 に 関 す る検 討

現 在 も し くは 今 後 、 パ ソ コン で利 用 で き る媒 体 と して は 次の もの が あ る。

・フ ロ ヅ ピー デ ィス ク

・ハ ー ドデ ィス ク

・ICカ ー ド(含 む、ROMカ ー トリ ッ ジ)

・CD-ROM

・WORM

・書 き換 え可 能 光 デ ィス ク

この ほ か に も磁 気 テ ー プ、 バ ブル メ モ リな どが あ る が 磁 気 テー プは ラ ンダ ム ア ク セス が

苦手 で あ る こ と、 また バ ブル メモ リは 一般 的 で な い こ とか ら検 討 の 対 象 か らはず す 。 各 媒

体 の特徴 は表3.1の よ う に まとめ る こ とが で きる 。(値 は概 略 、Bは バ イト、Sは 秒)

表3.1各 種 媒 体 の 特 徴

フロツヒo一

デ ィスク

ハード

デ ィスク

IC

カード

CD-

ROM

WORM 書 換 可 能

デ ィスク

容量 数 メガB 数 百メガB 数メガB 数 百 メガB 数 百メガB 数 百 メガB

転送

レー ト

128

KB/S

1M～

B/S

10M

B/S

170

KB/S

'

400

KB/S

800

KB/S

ソフ ト

流通

△ × ○ ○ ? ○

ハ㌧ シャルROM
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これ らの 媒 体 を 図 に す る と 図3.2.1の よ う に な る 。

高速

低速

/
半 導 体 一一 〉 ハ ー ドデ ィス ク

(リ ム ーバ ブ ル)(固 定)

/
フ ロ ッ ピ ー

(リ ム ー バ ブ ル)

光 デ ィス ク

(リ ムー バ ブ ル)

小 容 量 大 容 量

図3.2.1媒 体 比較

図 中、 媒 体 と して理 想 的 な方 向 は右 上 で あ り、 さ らに 電子 出版 媒 体 と して は リム ーバ ブ

ル であ る こ とが 必 要 で あ る。 この よ うな条 件 の 中 でマル チ メ デ ィア に 対応 したパ ソコ ン に

適 切 な 媒 体 の 検 討 を してみ よ う。 マル チ メ デ ィ ア ・デー タ、 特 に 画像 や音 声 デー タの 特 徴

と して は 第1に 非 常 に情 報 量 が多 い こ とが あ げ られ る。 例 え ば音 声 の 場 合 コ ンパ ク トデ ィ

ス ク(CD:Co叩actDisc)で はHiFiの ス テ レオ音 声 が記 録 され て いる が 、44キ ロ

ヘ ル ツ サ ン プ ル の16ビ ヅ ト ・ス テ レオ音 声 の デ ー タは1秒 間 で44000×2×2=1

76000(バ イ ト/秒)と なる 。 つ ま り1秒 分 の音 声 デ ー タ だ け で176Kバ イ トにな

って しま うの で あ る 。

また 、動 画 とな る と さ らに多 量 の デー タ を必要 とす る 。例 え ば一 般 の ビデ オ 信 号 は4メ

ガヘ ル ヅの 帯 域 が あ る の で8メ ガ ヘ ル ヅ8ビ ッ トでサ ンプ リン グす る と8M(バ イ ト/秒)

とな る。 一 般 的 に も16M(バ イ ト/秒)程 度の 情 報 量 が必 要 と され て いる(D2デ ジタ

ルVTR)。

この よ う にマ ル チ メ デ ィ アデ ー タ に対応 す るた め には媒 体 と して も 大 容 量媒 体 が 不 可 欠

と な って くる 。 次 にマ ル チ メデ ィア化 した シス テ ム にお ける 媒 体 と して の必 要 な 項 目 をあ

げる 。
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・大容 量 で あ る こ と

・ラ ンダ ム ア ク セス が 可能 で あ る こ と

・リム ー バ ブ ル で ある こ と

・量 産 性 にす ぐれ/安 価 で あ る こと

・信 頼 性 の 高 い こ と

・安全 で あ る こ と

(1)ハ ー ドデ ィス ク

現 在 、 高 速 ・大 容 量 ・安価 とい う メ リ ッ トに よ りハ ー ドデ ィス ク の利 用 が 増 大 して い る 。

しか し、 マル チ メデ ィア 化 した ソフ トウ ェア を流 通 す る こ と を考 え た場 合 固 定 され た磁 気

デ ィス ク で は 不 向 き と いえ る 。

(2)フ ロ ッ ピー デ ィス ク

フ ロ ッ ピー一・・デ ィス クは 容量 的 に小 さい こ と、 ソフ ト流 通 に関 して も1枚 ず つ 記 録 す る必

要 の あ る こ とか ら量 産 性 の 点 で 問題 が あ る 。

(3)ICカ ー ド

ICカ ー ドは 現 時点 に おい て は マル チ メ デ ィ ア対 応 の電 子 出版 用の 媒 体 と して は あ ま り

にも高 価 過 ぎる とい え よ う。 た だ し、 これ は あ くまで も現 時点 に おけ る 判 断 で あ り今 後 の

LSI技 術 の進 歩 や 音 声 ・画 像 デ ー タの 圧縮 技 術 の進 歩 な ど に よる 状 況 の 変 化 もあ リ得 る 。

また 、音 声 や 画像 にあ ま り関 係 しな い分 野 で 大 容量 を必 要 と しない シス テ ム 、 例 え ば 電

子 手 帳 や キ ャ ラク タ ・グ ラフ ィッ クベ ー ス の ラ ッ プ トップパ ソコ ンや ノー トパ ソ コ ンの 分

野 ではICカ ー ドは一 般 的 に な る と思 われ る。

(4)CD-ROM

光 デ ィ ス ク には 読 み 出 し専 用 のCD-RqM、 一 回だ け書 き込 み の 可 能 なWORM・ そ

して 、書 き込 み消 去 の 自 由に で きる 書 き換 え 可 能 光 デ ィス クの3種 類 が 存 在 す る 。

.これ ら に共 通 す る特 徴 と して は 大容 量 ・ラ ン ダム アク セス 可 能 ・高信 頼 性 な どが あ げ ら

れ 、近 年 利 用 され る例 が増 大 しつ つ あ る 。

CD-ROMは オ ー デ ィオ 用 の コ ンパ ク トデ ィス ク にデ ジ タル デ ー タ を記 録 す る よ うに
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した もの で あ るが 、 コ ンパ ク トデ ィス クの 生産 設備 が 流 用 で き る ため 安 価 に 大 量 の情 報 を

配 布 す る こ とが 可 能 で あ る 。 そ の 意 味 でマル チ メデ ィア に 対応 した 媒 体 とい え よ う。

(5)追 記型 光 デ ィス ク

追 記 型 光 デ ィス ク(WORM)に 関 して は大 容量 であ る こと と書 き込 み の 可 能 で ある こ

と に よ り文書 フ ァイ リン グ シス テ ム に おい て利 用 され る例 が 多 か っ たが 、書 き 換 え可 能 な

光磁 気 デ ィス ク(以 後MOデ ィス ク)が お おか たの 予 想 よ りも速 く実 現 した た め に一 般 的

な 関心 はMOデ ィス ク に移 って しま っ た感が ある 。 しか し、消 去 で きな い とい う ことは 逆

に いえ ば 書 き込 ん だ デ ー タの信 頼 性 の 向上 につ な が る こ とで あ り、 前 述 の 文書 フ ァ イ リン

グ シス テ ム な ど に おい て も利用 され 続 ける と思 われ る 。

(6)書 き換 え 可 能 光 デ ィス ク

書 き換 え 可能 光 デ ィス クは 大容 量 ・リムー バ ブル ・書 き換 え 可 能 と現 時点 で は最 も理 想

に近 い メデ ィア とい え る 。 ま た 、情 報 の 大量 配 布の 目的の ため に書 き換 え 可能 光 デ ィス ク

の 一部 をROM(読 み 出 し専 用 の領 域)と して 利用 す る ことが パ ー シ ャルROMと して 検

討 され て い る。 これ に よ り、 ソフ トや デー タの 流通 と利用 者 に よる デー タの蓄 積 を1枚 の

媒 体 で実 現 す る こ とが 可 能 にな る た め に将来 的 に有 望 な媒 体 と いえ る。

(7)ま とめ

結 論 か らい う と現 時 点 で利 用 で き る大容 量 光 デ ィス ク と して 最 も 有 力な媒 体 がCD-R

OMで あ る。 また 、ISO9660に な どの フ ァイル 構造 に関 す る 規 格 が早 い 時期 に制 定

され た こと もあ り、 音 声 や動 画 に な どの マル チ メデ ィア に対 応 した デ ー タ フ ォ ー マ ッ トも

CD-ROMを 対 象 に 開 発 され て い る例 が多 い。

した が っ て、 本 報 告 で はCD-ROMに 重 点 をお いて調 査 を進 め る こと にす る 。 た だ し、

媒 体 とい う もの は あ く まで も 情報 を 入れ る ため の容 器 に過 ぎず 、 よ り本 質 的 な も の は媒 体

に記 録 され る情 報 そ の も の で あ る ことは い う まで も ない。

こ こで はひ と まずCD-ROMを 例 に とっ てデ ー タ構造 を調 査 したが 、 そ の 結 果 は 、媒

体 がCD-ROMか らMOデ ィス クあ る いはICカ ー ドに変 化 して も応 用 で き る ことが 期

待 され る。3.3章 で はCD-ROMの 光デ ィス ク にお け る位 置 付 け、3.4章 で は ア プ

リケ ー シ ョン レベ ル に お け るデ ー タ構 造の 標 準化 に関 す る調 査 結 果 を報 告 す る 。
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3.3光 デ ィス ク実 用 化の 経 緯 と今 後 の 動 向

図3.3.1は 光 デ ィス クの 概 略 を説 明す る系 統 図 で あ る。 光 デ ィス クは 大 き く分 け て

読 み 出 し専 用 ・追 記 型(WORM)・ 書 き換 え 可能 型 の3種 類 に分 け られ る こと は前 章 で

も 述べ た が 、 それ ぞ れ の タ イ プ に 対 して も さ らに アナ ロ グ記 録 と デ ジ タル 記 録 方式 に分 け

る ことが で き る。

3.3.1再 生 専 用 光 デ ィ ス ク

(1)LD

光 デ ィ ス クの 最初 の ア プ リケ ー シ ョンは1973年 に フ ィ リプ ス 社 に よ り発 表 され た 光

学 式 の ビデオ デ ィス ク(以 後 、LD:レ ー ザ ーデ ィス ク)で あ った 。LDの 原 理 は レー ザ

ー ビー ム に よ り光 デ ィ ス ク上 に記 録 され た1マ イク ロ メー トル 程 度 の ピ ッ トと呼 ばれ る突

起 を読 み 出 してゆ くも の で あ りそ の 後 の 光 デ ィス クの 基 礎 と なる 画 期 的 な 技術 で あ っ た。

この ヨー ロ ッパ 生 まれ の ア イ デ ア も例 に漏れ ず 日本 に お い て実 用 化 され パ イ オニ ア 社 に よ

り最 初 の 製 品が 出され たの は1980年 の ことで あ った 。

(2)CD

その後1981年 に は音 楽 用 の 読 み 出 し専用 光 デ ィス ク であ る コ ンパ ク トデ ィス ク(以

後 、CD)が 実 用化 さ れ た。CDとLDの 最 も異 な る点 はLDが ビデ オ 信 号 を アナ ログ信

号 と して 記録 す る の に 対 しCDで は デ ジ タル 信 号 と して 記 録 して い る こ とに ある 。 その ほ

か にもLDが 直径30セ ン チ メー トル の ア ク リル 製 光 デ ィ ス クの 表 裏 両 面 を利 用 す る の に

対 して 、CDで は 直 径12セ ン チ メ ー トル の ポ リカ ーボ ネ イ ト製 片 面 デ ィス クで 実 現 して

い た こ とが あ げ られ る 。 これ は、 ビ デオ 信 号 に対 して音 声 信 号の 情 報 量 の 少 な い こ とに よ

り可能 とで き た点 とい え る。 ま た 、CDで は 安価 に生産 で き た う え に従 来 か ら存 在 したL

Pレ コー ドに対 し操 作 性 の 点 で格 段 に優 れ て い たた め に短 期 間の 内 にLPレ コー ドを駆 逐

す る に至 った。

(3)デ ジタ ル音 声LD

CDの 健 闘 に 対 しLDはVHD(静 電 容 量 方 式)ビ デ オ デ ィス ク やVTRと の 対 立 も あ
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書換え型
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図3.3.1
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(ビデオ)
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TOSFILE

書換え型ビデオディスク

動画/文 書 ファイル

データファイル

光デ ィス クの系譜

1986

デ ジ タル 音声LD

1989

XA

DVI

CD-1
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リ苦 戦 を強 い られ る 時 期 も あ っ たが 、 デ ジ タル 音 声 によ るAV対 応 や カ ラオ ケ用 な ど、 独

自の市 場 を確 立 した 。LDで は ビデ オ信 号 その ま まFM変 換 して アナ ロ グ方 式 に よ り記 録

して いる が、2メ ガ ヘ ル ツ 以 下の 帯 域 は特 に利 用 され て は い なか った 。 他 方 、CDで 用 い

られ てい る周 波 数 は2メ ガ ヘ ル ツ以 下 の帯 域 で あ った。 そ こで 、LDの 利 用 され てい な い

2メ ガヘ ル ツ以 下の 帯 域 にCDの 信 号 を記 録 す る こ とに よ りビ デオ 信 号 に加 え てCDと 同

等 の音 声 信 号 を記 録 した も の が デ ジタ ル音 声 対 応LDで あ る。

LDプ レイ ヤ ー 自体 も、LDだ け で は な くデ ジ タル音 声 付 きLDやCDも 読み 出せ る コ

ンパ チ ブル プ レイ ヤー も実 用 化 され 人 気 商 品 とな って い る

(4)CD-ROM

CDで は音 声信 号が す べ てデ ジタ ル デ ー タ と して 記録 して い る こと に注 目 し、音 声 デ ー

タの代 わ りに550メ ガバ イ トの デ ジタ ル デー タ を記 録 す る よ うに した もの がCD-RO

Mで あ る。CD-ROMはCDの 生 産 設 備 が流 用 で きる こ とな どが 注 目され てい る。CD

-ROMに 記 録 され る フ ァイル の フ ァイ ル 構造 に関 して も比 較 的 早 くよ り標 準 化 が行 な わ

れ 、1988年 にはISO9660と して フ ァイル 構 造 の 規 格 化 が な され た 。

また 、 デー タ容 量 の 大 き な ことか らマ ル チ メデ ィ アへ の 対 応 も 検 討 され 、 画 像 や 自然 画

の 静 止 画 、オ ペ レー テ ィン グ シス テム まで を規 定 したCD-1シ ス テ ムが フ ィ リップ ス ・

ソニ ー社 に よ り提 案 され て い る。

このCD-1で 利 用 で き る圧 縮 音 声 を利 用 シス テ ム を規 定 せ ず に さ ま ざ まな パ ソコ ン で

利 用 で き る よ う にす る ため の 規 格 がXAフ ォー マ ヅ トで あ る 。CD-ROMに デ ジタル デ

ー タ と して動 画 を記録 す るDVI(DigitalVideoInteractive)も イ ン テル か ら発表 され

て いる。

(5)LD-ROM

デ ジタル 音 声LDはLDとCDの 合 体 した もの で あ るが 、 同 様 に してLDとCD-RO

Mの 合 体 した シス テ ム もLD-ROMと して1989年 にパ イ オ ニ ア 社 か ら発 表 され た 。

メ デ ィア の大 き さが 大 き く回 転数 が 高 いた め に 、機 器の 大 き さ と消 費 電 力の 点 か らポ ー タ

ブル タイ プへ の 対 応 は 困 難 で あ ろ う。 しか し、 高 品位 の ビデオ 画 像 と大 容量 の デ ジ タル 情

報 の組 み 合わ せ を応 用 す る こ とが 可能 と なる た め に 、据 置 き タ イ プで 用 途の は っ き り した

マル チ メデ ィ ア シス テ ム に おい て は利 用 され る こ とに な ろ う。
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3.3.2追 記 型 光 デ ィ ス ク

読 み 出 し専 用 光 デ ィス ク が 民生 用 が 主体 に普 及 した の に 対 し、 追 記 型や 書 き換 え 型 の 光

デ ィス クは 価 格 の 高 い こ とも あ り業 務用 を中心 に普 及 しつ つ ある 。 また 、 デ ジ タル 技 術 の

発達 に伴 い 最 初 か ら コ ン ピ ュー タの ス トレー ジ と して開発 され た もの が多 いの も特 徴 と い

え る。

(1)文 書 フ ァイル シス テ ム

追 記 型 の 書 き 換 え型 で は 技術 的 に 容易 な追 記 型 の ほ うか ら先 に実用 化 され た 。 追 記 型 の

最 初 の ア プ リケ ー シ ョン と しては 文書 フ ァイル シス テム で あ った。 日立 製 作所 のHITF

ILEや 東 芝のTOSFILEに 代 表 され る これ らの文 書 フ ァイル シス テ ム は マ イ ク ロフ

ィル ムの 置 き換 えや オ フ ィス のペ ー パ ー レス 化 を 目的 と して普 及 した 。

(2)追 記 型 ビ デオ デ ィス ク

また、 追 記 型 の 光 デ ィス クに アナ ログ記 録 に よ りビデ オ 信 号 を記 録 す るOVDR

も1984年 には 実 用 化 され 、 ス タ ジオ な どに 業務 用 と して 導入 され た 。 ビデオ 信 号 をア

ナ ログ記 録 して い る ため に解 像 度は 水 平解 像 度300本 程 度 で あ るが 、 高速 な ラ ン ダ ム ア

クセ ス表 示(数 秒)が 可 能 で あ り、 また光 デ ィス ク1枚 あ た りに静 止 画 で あれ ば2万40

00枚 、 動 画 で20分 程 度 の 記録 が で き る こ とか ら高精 細 の 画像 を要 求 され な い ア プ リケ

ー シ ョンで 用 い られ て い る
。

3.3.3書 き換 え 可 能 光 デ ィス ク

書 き換 え 可 能 な 光 デ ィス ク に もい くつ か の 方式 が あ る が 光磁 気 を応用 した方 式 が代 表 で

あ ろ う。 光磁 気 デ ィス ク(MOデ ィス ク)に 関 して はISOに おけ る標 準 化 も進 行 中 であ

り1990年 に は5イ ン チ デ ィス ク 、1991年 には3.5イ ンチ デ ィス クが 規 格 化 され

る 見込 み で あ る。ISO規 格 が成 立す る こと に よ り製 品の 開発 と普 及 が 加 速 され る こ とが

期 待 され る。

しか しなが ら、 媒 体 に記 録 した デー タの 互 換 性 を とる た め に は物 理 フ ォー マ ッ トだ け で

は な くフ ァ イル レベ ル の フ ォー マ ッ トが確 立 して い る必 要 が あ る。MOデ ィス ク で 現 在 検
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討 され て いる の は物 理 レベ ル の フ ォー マ ッ トの み で あ り、 今後 はパ ー シ ャルROMを 含 め

た上 での フ ァイ ル構 造 の 標 準化 が必 要 で あ ろ う。

ま た、 一 般 的 には あ ま り問題 に され る こ とは 多 くな いが 、MOデ ィス クや 追 記 型 デ ィス

ク で利 用 され る 成 分 は毒 性 の 強 い もの が 多 い。 これ らの 有 害物 質 に関 して は 処 理 法 を含 め

て十 分 な検 討 をす ませ た上 で 普及 活 動 行 な うべ きで あ ろ う。

MOデ ィス ク に関 しては 初 期 よ りコ ン ピ ュー タ用 の ス トレー ジ と して 開発 が 進 め られ た

例 が多 くコ ン ピ ュー タの 外 部 記憶 装 置 と しての 利 用 が 始 ま った 。 ま た、 アナ ロ グ方 式 に よ

る書 き換 え可 能 な ビデオ デ ィス ク が数 社 か ら発 表 され て いる 。

3.3.4ま と め

光学 式 ビデオ デ ィス ク をル ー ツ と した光 デ ィス ク は読 み 出 し専用 か ら追 記 型 ・書 き換 え

型 と発 展 しつ つ あ る 。 ま た、 記録 方式 も デー タ をその ま まア ナ ロ グ記 録 す る 方 式 か らデ ジ

タル デー タ に変 換 して記 録 す る 方 法 に移 行 しつ つ あ る。

デー タの デ ジ タル化 はデ ー タ の変 換 処 理 を容 易 とす る と とも に デー タ を媒 体 か ら独 立 さ

せ る効 果 が あ る 。

つ ま り、 アナ ログ記 録 か ら 出発 した ビ デ オ デ ィス ク も長 い 目で 見れ ば デ ジ タル 方 式 に移

行 す る と考 え られ る 。将 来 的 には 、 ビデ オ信 号 や 音 声信 号 を含 め た さ ま ざ ま な情 報 も デ ジ

タル デー タ に変 換 され て読 み 出 し専用 光 デ ィス クだ け で はな く光磁 気 デ ィス ク、 大 容 量I

Cカ ー ド、 通 信 回 線 な ど多 様 な媒 体 を利 用 して流 通 す る こと にな る と思 わ れ る。

その 意 味で もデ ー タ その も の の ア プ リケー シ ョン層 に お ける 標準 化 が 重 要 と いえ る 。
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3.4マ ル チ メデ ィア デー タ フォー マ ッ トの 標 準 化動 向

図3.4.1は マル チ メ デ ィア デ ー タ フ ォー マ ッ トの概 要 を示 す構 成 図 で あ る。 こ こで

は 、 マル チ メ デ ィア の デ ー タ フ ォー マ ッ トを応 用 層 におけ る規 約 と して位 置 付 け てみ た 。

デ ー タ フ ォ ー マ ッ トと しては 音声 ・画像 系 、 文 書 系、 デー タベ ー ス系 の分 野 でパ ッケ ー

ジ系 電 子 出版 に 関連 す る項 目を対象 と した。

内容

応 用 レベ ル

フ ァイ ル ・

媒 体 レベ ル

デ ー タ DB 文書構造 画像 音 声 ・動 画

WING

CDbase

テ"シ"タ ルBIBLES

デ ータ

ペ ー ジ

記 述 言 語

(SPDL)

TIFF.

G3/G4

光 デ ィス ク(MO,WORM)

HDD

FDD

通 信

XA

CD-1

DVI

DCT

図3.4.1マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ フ ォ ー マ ッ トの 概 要
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まず、 デー タ その もの を、 ア プ リケ ー シ ョン レベ ル と媒体(フ ァイ ル)レ ベ ル に分 け る。

媒 体 レベ ル は デー タ を記 録 す る媒 体 を示 す が 、 デ ジ タル デ ー タの 場 合 は デ ー タ が どの よ う

な媒体 に記 録 され るか は 本 質 的 な 問題 で はな い 。 利 用 者 か ら見 れ ば デ ー タ がハ ー ドデ ィス

ク に記 録 され て も光 デ ィス ク に記 録 され て も同 様 に扱 う こ とが で きる 。 た だ し、動 画や 音

声 な どの リアル タ イ ム デー タ を扱 う場 合 は、 時 間 あ た りの 情報 量 に見 合 うだ け の情 報 転 送

速 度が必 要 とな る 。

応用 レベ ル で は 、 デ ー タ の 内容 を表 現 レベ ル で人 間 に理 解 可能 な もの とそ れ 以外 の も の

に区別 した 。 図 中い ち ば ん 左 は コ ン ピ ュー タの オ ブ ジ ェク トフ ァイル に代 表 され る 一 般 に

人 間 に と って 理 解 が 困 難 で あ るが コ ン ピ ュー タ に とっ て意 味の あ る デ ジ タル デー タ とす る 。

デ ジタル デー タ に関 しては 媒 体上 の フ ァイ ル構 造 が 規 定 され て い れ ば読 み 出す ことは 可 能

なの で こ こでは 検 討 の 対 象 とは しな い。

人 間 に理 解 で き る デ ー タ と して は 文書 デー タ ・画 像 デ ー タ ・音 声/動 画 デ ー タ な どが あ

る。 さ らに 、 デ ー タ 同 士 の 関連 付 け の情 報 をデ ー タ と と もに有 す るデ ー タ形 式 をデ ー タベ

ー ス と呼 ぶ こ とに す る 。

3.4.1音 声 ・画 像 系

(1)CD-I

CD-1はCD-ROMの 応 用 例 の 一 つ と い え るが 、CD-ROMに 記録 す る デ ー タ形

式 および そ れ を利 用 す る ビ ュー アの ハ ー ドウ ェア お よびOSを 含 め た ソフ トウ ェア をす べ

て 規定 す る こ とに よ り媒体 の互 換 性 の 確 保 を狙 っ た シ ス テム で あ る。CD-1は フ ィ リプ

ス とソニ ー に よ り提 案 され た シス テム で あ る が 、 コ ンパ ク トデ ィス クや ビ ィデ オ デ ィス ク

と プ レー ヤ の 関 係 をCD-ROMで も実 現 しよ う と した と思 わ れ る 。

しか しなが ら、 既 存 の 音 楽 ソフ トや 映 画 ソフ トの蓄 積 を利 用 で き たCDやLDと 違 いC

D-1で はゼ ロか ら ソ フ トウ ェア を 開発 す る 必 要 が あ る こ と。 表 示 装置 と して家 庭 用 テ レ

ビを前提 に して い る ことか ら表 示能 力が 貧 弱 で あ り、 特 に 日本 語 の 漢 字の 表 示 能 力 に 限界

が ある こ とな どが 指 摘 され て い る 。

(2)XAフ ォー マ ッ ト

さま ざ ま な理 由 で製 品化 の 遅 れ て い るCD-1だ が 、CD-ROMで 圧 縮 音 声 や 自然 画
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な どの マル チ メデ ィア 情 報 をイ ンタ ラ クテ ィブ に利 用者 に 提供 す る とい う発 想 そ の もの は

優 れ た もの とい え る 。

そ こで、 このCD-1の 特 徴 とも いえ る圧 縮音 声 や 自然 画の フ ォー マ ッ トを既 存 の パ ソ

コ ンで利 用 した い とい う要 求 が 高 ま って きた の に対 して ソニ ー ・フ ィ リ ップス ・マ イ ク ロ

ソ フ トに よ り提 案 され た の がXAフ ォー マ ッ トで ある 。

XAフ ォー マ ッ トは シス テ ム に依 存 せ ず に さ まざ まな パ ソコ ンで 長 時 間の 音 声 を利 用 す

る こ とが可 能 にな る 。 音 声 は 圧 縮音 声 によ りCD-ROM1枚 に最 大16時 間以 上 の 音 声

を記 録す る こ と も可 能 に な る。 また 、画 面サ イ ズ は制 限 さ れ る もの の 動 画 をサ ポ ー トで き

る。 た だ し、画 像 の 品 質 に 関 して は パ ソ コンの 能 力 に制 限 され る もの とな る。

また 、画 像 デー タ も シ ス テ ム に よ り異 な る場 合 は1枚 のCD-ROMを 異 な るパ ソコ ン

で利 用 す る こ とは で きな い。 その 意 味で 互換 性 に関 して はCD-1よ り劣 る こと に な る。

CD-1規 格 お よびXA規 格 の 両者 はCD-ROM特 有 の規 格 であ りCD-ROMの 特

殊 な環境(例 えば モー ド2フ ォー マ ヅ トやCDの サ ブ コー ド)を 利 用 す る の で媒 体 その も

の に依 存 した規 格 とい え る。

(3)DVI

動 画 の規 格 と して はDVIが あ げ られ る。 も とも とRCAで 開発 され た 技 術 で あ る が現

在 では イ ン テル に移 り研 究 され て い る。 ビデオ の 画像 デ ー タ を圧 縮 してCD-ROMの デ

ー タ転 送 レー トで 動 画 表 示 を可 能 と し、 トレー ニ ン グ用 ・エ ンター テ イ メ ン ト用 な ど に お

け る展 開が 期 待 され て い る。

イ ンテル で はDVIに 対 応 した 表 示LSIを 発表 した 。

(4)DCT

画像 デー タ を高 い レー トで圧 縮 す る方 式 と してDCT(DiscreteCosineTransform)

が注 目され て い る。CCITTに よる テ レ ビ電 話や 静止 画 符 号 化 方 式 で はDCT技 術 が 採

用 され た。 ま た、ISO/IECJTC1/SC2/WG8で 審議 され て い るデ ジ タル

蓄積 メデ ィ ア用 映 像 符 号 化 方 式 で もDCTが 有 力視 され て いる 。DCT用 のLSIも 数 社

か ら発表 され 、 開発 環 境 も整 いつ つ ある 。
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3.4.2文 書 系

シ ス テ ム に 依 存 す る こ と な しに 文 書 情 報 を交 換 す る こ と を 目 的 と して 文 書 構 造 ・文 書 の

記 述 言 語 ・フ ォ ン トな ど の 標 準 化 が 行 な わ れ て い る 。 国 際 標 準 化 機 関 で あ るISO/IE

CJTC1で はSC18に よ り 事 務 文 書 体 系(ODA:OfficeDocumentArchitecture)

お よ び 標 準 一 般 化 マ ー ク 付 け 言 語(SGML:StandardGeneralizedMarkupLanguage)

が す で に 完 成 さ れ て い る 。

(1)SGML

出版 物 と同 様 の 高 品位 な 文書 を 、著 者 ・編 集 者 ・印刷 業 者 の 各 専 門家 に よる 分業 体 制 に

よ り作 成 す る た め に はそ れ ぞ れ に 分 業化 され た 作業 内容 を結 合 す る ため に文 書 情 報の 交 換

が 必 要 とな る。 そ こで、 文 書 情 報 交 換 の ため に文書 記 述 言語 と してSGMLと フ ォン トの

規 格 が 定 め られ た 。

SGMLの 標 準 化作 業 はSC18のWG8に よ り進め られ た が 、WG8に お いて はSG

MLを は じめ と しDSSSL(DocumentStyleSemanticsandSpecificationLanguage)、

SPDL(StandardPageDescriptionLanguage)、 フ ォ ン ト標 準化 の作 業 が 行 なわれ て い

る 。

SGMLは 当初 は組 版 処 理 を合 理 的 に 行 な う こ とを 目的 に 開 発 され た が 、 文書 の デー タ

ベ ー ス を記 述 す る ため の 言 語 規 格 と して 欧 米 を 中心 に研 究 が進 め られ て お りア メ リカ に お

い て も ア メ リカ 国 防総 省(DOD)で 採 用 され 、ア メ リカ 出版 協 会(AAP)、EC出 版

局 な どで も利 用 が 開 始 され て い る 。SGMLに 関す る詳 細 は4.2.1章 参 照の こ と。

日本 に おい ては 特 許庁 で も特 許 明細 書 をCD-ROMで 出版 す る こ と を計 画 してい る が 、

SGMLを 採 用 す る 方 向で 検 討 を進 め て い る 。特 許 庁 のペ ー パ ー レス 計 画 につ い てはCD

-ROM電 子 出版 の 有望 なア プ リケ ー シ ョンの 一つ で あ り、 他 の 分 野 に対 す る 波及 効 果 も

大 きい と思 われ るの で特 に[ケ ー ス ス タデ ィ]と して 取 り上 げ4.2.2章 で 紹 介す る 。
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(2)ODA

ODAはOSIに おけ る 文 書 交換 を 目的 と して 検討 され た 。ISO8613と して 制定

され て お り現 在 日本 で もJIS410Xと してJIS化 作 業 が進 め られ て い る 。 文書 を記

述 す る意 味 ではSGMLと 重 複 す る点 が あ り、ODA/SGMLの オ ー バ ー ラ ップや 変 換

な どの 問題 を 明確 にす る た め 、SC18/WG1で はTOS(TextandOfficeSystem)モ

デ ル の作 成 を行 な って い る 。

ODAそ の もの は か な り大 き な規 格 な の でINTAP(情 報 処 理相 互 運 用 技 術 協 会)か

ら実 装規 約 書 が 発 表 され て い る。 特 徴 と しては以 下の よ う な もの で あ る 。

1)マ ル チ メデ ィア(文 字 ・図形 ・画 像)の 情報 を表現 す る デー タ を定 め て い る。

将 来 的 に は 音声 や 動 画 を取 り入れ る こ とを検 討 して い る。

2)フ ァイ ル や媒 体 に依 存 しない 。

3)オ ブ ジ ェク ト構 造 アー キテ ク チ ャであ る。

4)文 書 を論 理構 造 お よび 割 り付 け構 造 の 両面 か らと らえ て い る

5)SGMLが 一種 の 言 語 であ りが完 結 して いな い の に対 してODAそ の もの が シス テ ム

と して完 結 してい る た め に互換 性 が と りや す い。

現 在 で はODA拡 張 が 検 討 され て お り、音 声 ・動画 の 対応 や、 外 界 との相 互 作 用 の あ る

開 シス テ ム と して 位 置付 け る こと に よ り外 界 か らの 起 動 お よび 外 界 に 対 して の起 動 要 求の

よ うな機 能 の 追 加 も 考 え られ て いる 。

(3)ペ ー ジ記 述 言 語

SGMLやODAで 記 述 され た文 書 情報 を印刷 機 な どの 表 示 装 置 に 送 る ため の イ ン ター

フ ェ イス でPDL(PageDescriptionLanguage)と 呼 ばれ る こ とも あ る る。 ペ ー ジ プ リン

タ に 対 して 印 字 位 置 ・フ ォ ン ト ・大 き さ ・文 字 を指 定す る一 種 の プ ロ グ ラ ム とい え る。 ペ

ー ジ記 述 言 語 と して 現在 最 も有 名 な の がポ ス トス ク リプ トであ る が
、 現在ISOに お い て

もSPDLの 規格 化 がす すめ られ て い る。SPDLは ポ ス トス ク リプ トを発 展 させ た もの

に なる と思 わ れ るが 、 詳 細 は4.2.1章 を参 照 してい た だ き た い。 ペ ー ジ記 述 言 語 と し

て は 、 ゼ ロ ックス か らlnterpressな ど も発表 され て いる 。

出版用 の 文 書 処 理 シス テ ム と して は ペ ー ジ記 述言 語 と は異 なる がTEXな ど も あ る。
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1)ポ ス トス ク リプ ト

ア ドビ社(ア メ リカ)が ラ イセ ンス す るペ ー ジ記述 言 語 であ る。 ポ ス トス ク リプ トで

はペ ー ジ ごとの 印刷 情 報 をプ ロ グ ラム の よ う に記 述 で き 、変 形 や 回転 した文 字 を容 易 に

印字 す る こ とが 可 能 で あ る。 ま た 、表 示 装置 を プ リン タ に 限 定 せ ず に 、 写植 機 や デ ィス

プテ ィ表 示 に も適 応 で き る ため 、 高 品質 な表 示 を行 な うた め の標 準 的 な プ ロ トコル と し

て注 目され て い る。

2)TEX

ス タ ンフ ォー ド大 学(ア メ リカ)の ク ヌー ス 教 授 が 、 自分 の著 書 を作 成 す る ため に 開

発 した 文 書処 理 シス テ ム で あ る。 多 種 の フ ォ ン トが 用意 さ れ 、 強 力 な マ ク ロ機 能 に よ る

多 彩 な組 版 機 能 を特 徴 とす る 。特 に数 式 の 表現 力 に優 れ て い る こ とで 知 られ て いる 。 日

本 国 内 で もい くつか の 出版 社 で 利用 され て い る。

(4)静 止 画

画像 関 係 と しては 通 信 と してはFAXに お け るG3/G4規 格 やNAPLPSが 有 名 で

あ る。DTP関 連 と して はTIFF(TAGIMAGEFILE'FORMAT)が 利 用 され る こ とも多 い 。

1)TIFF

パ ソ コ ン用 画像 フ ァイ ル の標 準 フ ォー マ ヅ トと して ア ル ダ ス 社(ア メ リカ)よ り発 表

され たの がTIFF(TagImageFileFormat)で ある 。TIFFの 特 徴 は 、標 準 の デ ー

タ形 式 を規 定 す る もの では な く、 世の 中 に存 在 す る各 種 の 画 像 デー タの 属 性 記述 す る 形

式 をTAGデ ー タ と して規 定 した こ とに ある 。TIFFは タ グ部 分 の ゆ る や か な規 格 の

ため に、公 表 後 各 方 面か ら歓 迎 され て 支持 され て い る。
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3.4.3デ ー タ ベ ー ス 系

デー タ ベ ー ス は 複数 の デ ー タ間 を関連 付 け る た めの 情 報 を有 す る デ ー タ形 式 と いえ る 。

例 えば 、 辞 書 の 場 合 は デ ー タの 項 目 ごと に見 出 し語 を用 意 し、 見 出 し語 を アル フ ァベ ッ ト

順 や50音 順 な どの特 定 の 法則 で 並 べ たデ ー ブ ル に よ り見 出 し語 を管理 す る。

デ ー タ ベ ー ス 系 と して は プ ライ ベ ー トな 規 格 と して 富 士通 のWINGフ ォー マ ッ トや 日

外 ア ソ シエ ー ツのCDbase/バ イ ブル ズ フ ォー マ ッ トが 存 在す る。

デ ー タ ベ ー ス は 情報 の 集合 体 で あ り、 ハ ー ドウェアの よ う に技術 の 進 歩 に した が って 陳

腐 化 しな い もの で あ る 。 したが って 電子 出版 の 中 で も辞 書 を含 め た デー タベ ー ス は き わめ

て重 要 な 位 置 を しめ る とい え よ う。

現 在 の と ころ これ らの デ ー タベ ー ス フ ォー マ ッ トは プ ラ イベ ー トな もの で あ りク ロー ズ

した シス テ ム とな って い る が、 将 来 的 には オ ー プ ン アー キ テ クチ ャで デー タの 提 供 者 およ

び 利 用者 が 自 由 に利用 で き 、 な おか つ文 書 構 造 や画 像 ・音 声 ・動 画 を取 り込 ん だ マ ル チ メ

デ ィア に 対 応 可 能 な汎 用 デー タベ ー ス フ ォー マ ッ トの規 格 が 実 現 され る こ とが 重 要 と思 わ

れ る 。 この よ うな デ ー タベ ー ス 構 造の 具 備 す べ き条 件 と して は以 下の 項 目が あ げ られ る。

・完全 に 公 開 され て い る こ と

・デー タベ ー ス を読 み 出す ヅール が 提供 され る こ と

・デー タベ ー ス を構 築 す る た めの ツール が 提 供 され る こ と

・汎 用 性/柔 軟 性 に富 む こ と(基 本 レベ ル は ご くコ ンパ ク トなも の と して
、 必 要 に応 じ

て 自由 に拡 張 可 能 な もの が望 ま しい)

・マル チ メ デ ィ ア に対 応 して い る こ と

・ネ ッ トワ ー ク構 造 の フ ァイル シス テ ム に も対 応 可能 な こ と

今 後 、 上 記 の デー タベ ー ス 構造 を検 討 す る こ とが 望 まれ る 。 さ らに、 各 種 の デ ー タベ ー

スや 辞 書 フ ォー マ ッ トを検 索 す る ため の標 準 的 な ア プ リケ ー シ ョン ・イ ンタ ー フ ェー ス を

作 成 す る こ と に よ り誰 にで も さ ま ざ まなCD-ROMデ ー タベ ー ス が利 用 で き る よ うにす

る こ とがCD-ROM電 子 出版 普 及 の ため に 重 要 と思 われ る。
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4.マ ル チ メ デ ィ ア フ ォ ー マ ッ ト 各 論

4.1画 像 音 声 系

4.1.1CD-ROM、CD-1とXA概 要

(1)CD

CD-1、XAの 概 要 を説 明す る前 にCDフ ァ ミ リ登 場 の 経 緯 につ いて 簡 単 に述 べ る 。

表4.1にCD/CD-ROM標 準 化 の 経 緯 を示 す 。 また 図4.1.1にCD/CD-

ROMの セ ク タ構 造 、 図4.1.2にCD/CD-ROMフ ォー マ ッ トの 位 置 付 け、 図4.

1.3にCD/CD-ROM標 準 化 の 経 緯 を示 す 。CDが 発 表 され た の は1979年 で あ

るが 、CDの 規 格 は レッ ドブ ック と呼 ば れ る規 格 書 に基 づ い て い る。CDの 特 徴 はCIR

C(ク ロス ・イ ン ター リー ブ ・リー ドソ ロモ ン符 号)と 呼 ば れ る信 号 化 技 術 に よる強 力 な

訂正 能 力 にあ る 。CIRCお よび 光 デ ィス ク 技 術 に よ り以 下 の よ うな特 徴 を実 現 した。

1)量 産性 ・低 コス ト

2)高 信 頼性

3)世 界 的 に普 及 ・ドライ ブの 低 価 格 化

表4.1CD、CD-ROM登 場 の 経 緯

1979.3

1982.1

1983.10

1986.2

1986.5

1988.4

1988.9

1989.7

CDプ ロ トタ イ プ登 場

CD「 レ ッ ドブ ック」 提 案

CD-ROMrイ エ ロー ブ ッ ク」 提案

CD-Irグ リー ン ブ ッ ク」 提 案

ハ イ シ ェ ラ グル ー プ5.28ハ イ シエ ラフ ォー マ ヅ ト提 案

ISO9660発 行

フ ィ リップス/ソ ニ ー/マ イ ク ロソ フ トXA提 案

JEPA日 本 語 対 応 案 発 表
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(1)音 声用CDのPCMデ ータフォーマ ット(レ ッ ドブ ック)
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(12)
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ユ ーザ デ ー タ

(2048)
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(4)CD-1,XA(モ ー ド2)デ ー タフォ ーマ ッ ト

フ ァイル番号
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サブモ ー ド

コーデ ィング情報
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図4.1.1CD/CD-ROMの セ ク タ ー構 造
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ア プ リケ ーシ ョン
グ リー ン ブ ック

(CD-1)

XA

JEPA日 本語対応

ISO9660

イエ ローブック(CD-ROM)

レッ ドブック(CD)

図4.1.2 CD/CD-ROMフ ォーマ ッ トの位置付け

ファイルおよび

アプ リケーション

レベル

レッ ドブ ック1982

イ エ ローブ ッ ク1983

/＼
. CD-11986 ハイシェラ1986

'一 台 ー 一'

Ψ

ISO96601988

(JEPA日 本 語1989)

一

lXA19881
/

Ψ＼/

音声専用物理
レベル

データ用物理

レベル

ファイルレベル

ーファイル レベル

図4.1.3CD/CD-ROM標 準化の経緯
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(2)CD-ROM

デ ジ タル 媒 体 で あ るCDの 特 徴 に 目をつ け て、音 楽 デ ー タ の代 わ りに コ ン ピ ュー タ用 の

デ ジタル デー タ を記 録 し、大 量 に生産 ・流通 させ る こ との で き る媒 体 がCD-ROMと し

て 提案 され た の が1983年 の こと であ る。

CD-ROMに 関 して は媒 体 上 に記 録 され た フ ァイ ル 構 造 の標 準 化 が 比較 的 速 い 段 階 で

定 め られ た た め に利 用 され る ケ ー スが 増 えて い る。

また、 マ ル チ メデ ィア 化 以 外 に も、 流通 ソ フ トウ ェナ の規 模 の 増 大がCD-ROMに 関

す る ニー ズ の 増 大 を促 して い る。 例 え ば最 近 の ワー プ ロ や デー タベ ース の 流 通 ソフ トは フ

ロ ッピ媒 体 に して5枚 ～10枚 を必 要 とす る もの も珍 し くな くな っ て いる 。 ソフ トウ ェ ア

ハ ウス と して は 、1つ の ソフ トパ ッケ ー ジ を準 備 す る ため に も数枚 の フ ロ ッ ピ をコ ピー し、

さ らにラ ベ ル を印刷 して それ ぞれ の フ ロ ッ ピに貼付 け る と い う手 間 を こな さ な けれ ば い け

な い とい うの が現 実 と な って い る。 その よ うな意 味 で 、何 枚 もの フ ロ ッ ピ を1枚 に納 め て

しま う こ との 可能 なCD-ROMは ソフ トハ ウス に と っ て も魅 力 の ある 存 在 とな っ て いる

の であ る 。 ま た、CD-ROMの 容 量か らすれ ば 、1枚 の デ ィス ク に複 数 の 機種 の ソ フ ト

ウ ェア を納 め る こと も容 易 で あ り、 ソフ ト流通 の 大 幅 な コス トダ ウ ン を可 能 に す る可 能 性

を秘 め て い る と い え る。 現 時点 ではCD-ROMに 対 応 したハ ー ドウ ェア が 少 な いの で 普

及 率 は わ ずか な数 に と ど ま っ て いる が、CD-ROMド ラ イ ブ標準 装 備 のパ ソ コ ン も発 売

され る例 も増 えて お り今 後 さ らに応用 例 が増 大 す る もの と思 われ る。

CD-ROMの 規 約 は イ エ ロー ブ ック と 呼ば れ てい る 。 図4.1.1(1)は レ ッ ドブ

ッ クに よるCDの デ ー タ 構 造 で あ る。CDは44.1KHzサ ン プル 、16ビ ッ ト/サ ン

プルの 音 声 デ ー タ を左 右 両 チ ャネル の デー タ を交互 に 記録 して いる 。

実 際 にはCDの 表 面 に は 図4.1.1(1)の よ うに単 純 にデ ー タが 並 べ られ て い る わ

け で はな く、物 理 的 に は とび とび にデ ー タが 記録 され て お り(イ ンター リー ブ と呼 ばれ る)

さ らにサ ブ コ ー ドと 呼 ば れ る 制 御用 の情 報 も付 け られ た複 雑 な フ ォー マ ッ トとな って い る

が 、 こ こで は ひ と まず 理 解 しや す い よ うに図 の よ うに 単純 に考 え て い ただ き た い 。CDに

つ いて さ らに詳 しい こと を知 りた い場合 は レ ッ ドブ ック を参 照 の こと。

コ ン ピュー タでCD-ROMの デ ー タ を扱 う場 合 に は、 必 要 とす るデ ー タ を迅速 に読 み

出せ る必 要 が あ る 。 そ こ でCD-ROMで はCDの 音 声 デー タの領 域 をセ ク タ と呼 ば れ る

ブ ロ ック に分 け て そ れ ぞ れ の セ クタ に番 号 を付 け る こ と に よ りデー タ を管理 で きる よ う に

した 。
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また 、CDで は 媒体 の 欠 陥 や ゴ ミや キ ズ に よ り情 報 が読 み 出 せ な か っ た場 合 に は適 当に

音 声 信 号 を補 間す る こ とに よ り不 都 合 が 出な い よ う に して いる が 、 プ ログ ラム を始め とす

る コ ン ピ ュー タ デー タで はデ ー タの 誤 りは 絶 対 に許 され な い。 そ こで 、CDの デ ー タ に さ

ら に誤 り訂 正 の た め の 情 報 を持 た せ る こ とに よ りエ ラー レー トに して10-12と い う十 分

な 信 頼 性 を確 保 して いる 。

図4.1.1(2)はCD-ROMの セ ク タ構 造 で あ る。 デ ー タ は2352バ イ トご と

にセ クタ と して管 理 され る。 ユ ー ザ デー タ と して は2352バ イ トの 内2048バ イ トを

使 用 し、 残 りの デー タは セ ク タ検 出用 の 同 期 情 報 、セ ク タ を管 理 す る た め の ヘ ヅダ情 報 、

ユ一一ザ デ 一 夕 の信 頼 性 を高め る た め の エ ラー 検 出符 号(EDC:ErrorDetectionCode)、

エ ラー 訂 正 符 号(ECC:ErrorCollectionCode)か らなる 。

同期 情 報 は セ ク タの 先 頭12バ イ トに記 録 され て 、そ こが セ ク タ の最 初 で あ る こ と を示

す 。 同期 情 報 に続 い て4バ イ トの ヘ ッダ 情報 が記 録 され る。ヘ ッダ 情 報 は分 ・秒 ・ブ ロ ッ

ク お よび モ ー ド情 報 が各1バ イ トに よ り構 成 され る。1秒 は75ブ ロ ッ クか ら構 成 され 、

分 ・秒 ・ブ ロ ックはCDの 頭 か らの 記 録 時 間 が 記録 され る。

モー ドは ヘ ッダの 後 の デー タ領 域 の 構 成 を示 す 。 イエ ロー ブ ッ クで 規 定 され て い るの は

モ ー ド1で あ り、 ユー ザ デー タが2048バ イ ト、ス ペ ー ス8バ イ ト、EDC4バ イ ト、

ECC276バ イ トか ら構 成 され る 。

モ ー ド2は そ の後 の グ リー ン ブ ック(CD-1の 規 約 書)に よ り規 定 され た。

CD-ROM全 体 と して550メ ガ バ イ トの 容 量 を実現 して い る 。

(3)ハ イ シェ ラ フ ォー マ ッ トとISO9660

CD-ROMも 最 初 の 内 は実 験 的 に利 用 され 始 め た。 しか しな が らイ エ ロー ブ ック で定

め られ たの はCD-ROMの セ ク タ 構 造 のみ で あ ったた め 、CD-ROMに どの よ うに デ

ー タ を記 録 した の か を知 る人 間以 外 に は デー タ を読 み 出 して利 用 す る こ とが で きな か った。

ま た 、 異 なるCD-ROMご とに そ の デ ー タ を読 み 出す た め の 専 用 の ア プ リケ ー シ ョ ン ソ

フ トを用意 読 み 出す必 要 が あ った 。

その よ うな 背景 の 中でCD-ROMに デー タ を記 録 す る フ ァ イル 構 造 を統 一 して 、誰 で

もCD-ROMの デー タ を フ ァ イル と レて読 み 出す ことが で き る よ う にす る ことが望 まれ

て き た 。

1985年 にマ イ ク ロ ソフ ト、DEC、Apple、 ソニ ー 、 日立 、3Mな どの 関 連 各
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社 に よるCD-ROMフ ァイル 構造 標 準 化 の検 討 が 開 始 され1986年5月 には ハ イ シェ

ラフ ォー マ ッ トが提 案 され た。 ち なみ にハ イ シェ ラ とは この グル ー プが 集 ま った ホ テ ル の

名 称 とい われ て い る。 ハ イ シェ ラ フ ォー マ ッ トは そ の後 、ISOに 提 案 され て1988年

に はISO9660と して制 定 され た 。 ハ イ シェ ラフォ ー マ ッ トとISO9660で は 概

念 的 に は ほ とん ど 同一 で あ り一般 的 に も両者 が 混 同 され て 用 い られ る こ と も多 い が 細 部 に

お い てか な りの 相 違 が あ る の で ここで は ハ イ シェ ラフ ォー マ ッ トとは1986年5月28

日の規 約 書 に基 づ くフ ォー マ ッ トと し、ISO9660と は 区別 を行 な う こ とに す る 。

1989年 には 日本 電 子 出版 協 会 か らISO9660の 日本 語 対 応 推 奨 案 が提 案 さ れ て

い る。ISO9660の 特 徴 と して は 以 下の よ うな もの で あ る。

1)OSや シス テ ム に 依 存 しな い 独 立 した フ ァ イル構 造 で ある こ と

2)CD-ROMに 適 した高 速検 索 を実 現 す るた め 、パ ス テー ブル を持 たせ て い る

3)CD-ROM電 子 出版 に おけ る知 的 所有 権 表 示 の配 慮 が な され て い る

1)フ ァイ ル 構 造 の標 準 化

ISO9660で は媒 体 の フ ァイル 構 造 は 本来 、 システ ム と無 関係 で あ る こと を立 証 し

た こ とに 大 き な 特徴 が あ る。ISO9660に 対 応 す る こ と によ りワ ー ク ス テー シ ョンや

パ ソコ ン 、 ミニ コ ン な ど異 なる シス テ ムで も 同一 のCD-ROMの フ ォ ー マ ッ トを利 用 で

きる よ うに な る。 これ と は逆 にフ ロ ッ ピデ ィス ク に おいて は 各 シス テ ム ごと に独 自の フ ァ

イ ル構 造 に よ りデー タ を記 録 して いtEた め に、 同 じ5イ ンチ フ ロ ヅ ピー ヂ ィス クの 媒 体 を

用 い て い て もMS-DOS、CP/M、UNIX、VMS、etcで それ ぞ れ に異 な る フ

ァイル 構 造 で デー タの 記 録 を して いた た め に互 い に デー タ の や りと りが で きな か っ た こ と

を思 い起 こせ ば大 きな 進 歩 だ っ た と いえ よ う。

た だ し、 フ ァイル 構 造 の 標 準化 で共 通 化 で きる の は フ ァイ ル を読 み 出す ことで あ り、 そ

の フ ァイル を利 用 す る こ とは 別 の 問題 で あ る ことは 脚注 意 い た だ き た い。 例 え ば 、CPU

にi8086系(イ ンテ ル)を 用 い て いる シス テ ム がCPuにMc68000系(モ トロ

ー ラ)の 実 行 プ ロ グ ラム を読 み込 む こ とが で きた と して も 利用 す る こ とは で きな い 。 異 な

る シス テ ム で 同一 の デ ー タ を利 用 す る 場合 は さ らに上 の レベ ル 、 ア プ リケ ー シ ョン レベル

に おけ る 標 準 化 が 必 要 な の で ある 。
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2)パ ス テ ー ブ ル

速 度 の 遅 い ことがCD-ROMの 欠 点 と して あ げ られ る こ とが多 いが 、CD-ROMが

音 楽用 のCDを 基 本 と して い る ことが 利 点 で あ る と 同 時 に弱 点 とな って い る の は 事 実 で あ

る 。CDで は 音声 デー タ に合 わせ て最 適 設 計 が な さ て お リ、 例 え ば媒 体 の 記 録 形 式 と して

はCLV(ConstantLinearVerocity)方 式 が と られ て いる 。 これ はデ ィス クの 中心 部 と

外 周部 では 回 転 速 度 を変 化 させ る こと に よ り記 録 密 度 を高め る 方 法 であ り、 外 周 部 で は 中

心 部の3分 の1程 度の 角 速 度 で 回転 させ る こ と によ り媒 体 と光 ヘ ッ ドの 相 対 速 度 を一 定 と

して1枚 の デ ィス ク の記 憶 容 量 を高め て いる 。

ビデオ デ ィス ク(LD)で も、CLV方 式 とCAV(ConstantAngularVerocity)方 式

の 両 方式 が 存 在 す る がCLVで は 片 面1時 間 、CAVで は片 面30分 とな って いる 。 以 前

は ス チル や ス ロー 再 生 な どの特 殊 再 生 はCAVで しか で き なか った ため にCLVは 映 画 な

どの 特殊 再 生 の 必 要 性 の 低 い分 野 、CAVは ドキ ュ メ ンタ リや 教 育 用の 教 材 な ど で用 い ら

れ る こ とが多 い。

記 憶 密 度 を高め るた め にCLVは 有 効 な 方 式 で あ るが 、検 索 の 速 度 の点 で はCAV方 式

に一 歩 譲 る こと に な る。 ほ とん どハ ー ドデ ィス クや フ ロ ッ ピデ ィス ク で採 用 され て い るC

AV方 式 の デ ィス ク では 読 み 出 しヘ ッ ドを 目的の トラ ッ クに移 動 させ る こと に よ り必 要 と

す る情 報 にア ク セス す る こ とが で きる が 、CLVで は デ ィス クの 内側 と外 側 で 回 転速 度 が

異 なる こ とに よ りデ ィス ク の 回転 数 を変 化 させ る必 要 が あ る。 また 、CAVで は 一 回転 で

記 録 され る 情報 の量 が 一 定 で あ る ため 「最 内周 か ら何 番 目の トラ ッ ク」 とい う指 定 が 可能

で あ るがCLVで は1周 に記録 され るデ ー タ量 が 一定 でな い の でCAVの よ う に簡単 に読

み だ しが で き な い と い う欠 点 が あ る。

この アク セ ス速 度 の 遅 さは オー デ ィオ や ビデ オの よ う に情報 を提 供 す る相 手 が 人 間の 場

合 には 特 に問題 に な らな い が 、1msecで も 高速 な ア クセ ス を必 要 とす る コ ン ピ ュー タ

用 の 外 部 記憶 装 置 と して は 大 き な欠 点 とな る。

そ こでISO9660で はパ ス テ ー ブ ル を設 け てCD-ROMの ア ク セ ス 速 度 を向上 さ

て いる 。ISO9660で は8階 層 まで の 階層 デ ィ レク トリをサ ポ ー トして い る が 、 デ ィ

ス ク に記 録 され たす べ ての デ ィ レク トリレ コー ドの 識 別 子 とデ ィ レク トリ レ コー ドの記 録

され た ア ドレス をパ ス テー ブ ル と呼 ばれ る表 に 記録 す る。CD-ROMを 読 み 出す シス テ

ム は まず 、 自分 の メモ リにCD-ROM上 の パ ス テ ー ブル を読 み込 み 、CD-ROMの フ

ァイル を読 み 込 む 場 合 は メ モ リ上 のパ ス テー ブ ル か らそ の デ ィ レク トリの 位 置 を 直接 知 る
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こ とに よ りCD-ROM上 の デ ィ レク トリ レコー ドを1回 の ア クセ スで 読 み 出す こと が で

き る ため に高 速 な 検 索 を実 現 で き る。 た だ し、 パ ス テ ー ブル で 直接 知 る こ とが で き るの は

目的 とす る フ ァイ ル フ ァ イル の 記録 され た ア ドレス で は な くそ の ア ドレス を記 録 した デ ィ

レク トリ レコー ドで あ る ため 、 デ ィ レク トリ レコー ドと 目的 とす る フ ァイ ル が遠 く離 れ て

いる 場合 はデ ィ レ ク トリ レコー ドを読 み 出 した後 に フ ァイル を読 み 出す まで にあ る程 度 の

時 間 が かか る可 能 性 が あ る。 ア クセ ス速 度 をな るべ く早 く した い場 合 は1つ の デ ィ レク ト

リには あ ま り多 くの フ ァ イル を入 れ な いほ うが よい 。

(4)CD-1

ハ イ シェ ラ ・グル ー プ と時 を 同 じく してCD-ROMの ア プ リケー シ ョン例 と して フ ィ

リッ プス/ソ ニー か ら提 案 され たの がCD-1(CompactDiscInteractive)で あ る 。

CD-1はCDデ ィス ク とCDプ レー ヤの 関係 をCD-ROMとCD-1プ レー ヤ の 関

係 と して 実現 す る こ とを 目的 と してCD-ROMの セ クタ 構造 ・フ ァイル 構 造 、CD-1

プ レー ヤ のハ ー ドウ ェア ・基 本 的 な ソフ トウ ェア(OS)ま で を規 定 す る こ と に よ り世 界

的な レベ ル でCD-1デ ィス ク と プ レー ヤの互 換 性 を確保 す る こと を狙 っ て いる 。

図4.1.2に 各 フ ォ ー マ ッ トの 位置 付 け を示 して いる が 、CD-1は レッ ドブ ック か

ら応 用 層 まで を含 め た規 約 で あ る ことが わか る。

表4.2にCD-1プ レー ヤ のハ ー ドウ ェアの 基 本 的な 仕様 を 示す 。CD-1で は ハ ー

ドウ ェ ア を統 一 す る こ と によ り互 換 性 の確 保 す る ため に、CPUと して は モ トロー ラ社 の

68000系CPU、OSと して はOS-9のCD-ROM対 応バ ー ジ ョン で あ るCDR

TOS(CompactDiscRealTimeOS)を 採用 して い る。 また 、CD-1で は基 本 的 に家 庭

用のTVを 表 示 装 置 と して 考 え て いる 。 ア メ リカや 日本 で 採 用 され てい るNTSCビ デ オ

信 号 と ヨー ロ ッパ で 採 用 され て い るPAL/SECAM形 式 の ビデ オの 両 方 に 対応 す る こ

とが考 慮 され て い る 。

CD-1で 大 き な 特 徴 とな って い るの はCD-ROMの モー ド2フ ォー マ ッ トによ り音

声 ・自然 画 の 対 応 が な され て い る ことで あ る。 音声 で はADPCMに よる デ ー タ圧 縮 に よ

り1枚 のCD-ROMで 最 大16時 間 も の音 声 を再 生 す る こ とが 可能 とな っ て い る。 ま た 、

△YUV方 式 に ょ り1670万 色 の 自然 画 もサ ポー トされ て い る 。 さ らに 、 ラ ン レン グ ス

方式 に よ り簡単 な コ ン ピ ュー タ アニ メー シ ョンのサ ポ ー トが 可 能 で ある 。

図4.1.1(3)、(4)に モー ド2の セ ク タ フ ォー マ ッ トを示 す 。 モ ー ド2で は ヂ
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表4.2CD-1の 基 本 仕 様

CD-1プ レ ー ヤ

CPU 68000

OS CDRTOS(OS-9改 良版)

表示 家庭 用TV

360×240

720×240

720×480

CD-1デ ィ ス ク

オ ー デ ィオ CD-DA44.1kl6bitPCMCD音 声

レ ベ ルA37.8k8bitADPCMLPレ コ ー ド相 当

レ ベ ルB37.8k4bitADPCMFMラ ジ オ 相 当

レ ベ ルCl8.9k4bitADPCMAMラ ジ オ 相 当

画像 △YUV1670万 色 自然 画

RGB3万2768色 コンピ ュータグ ラフィック

CLUT色 数256/128/16コ ンヒ。ユータグ ラフィック

ラ ン レ ン グ ス 色 数128/8コ ンピ ュータアニメーション
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一 タ用 の フ ォー ム1と 音 声 ・画 像 用 の フ ォー ム2の2種 類 の フ ォー マ ッ トが用 意 され る
。

コ ン ピ ュー タ の デー タや プ ログ ラム な どの 信 頼性 の要 求 され る デ ー タ で は フ ォー ム1の よ

う に2048ご と にECC情 報 を加 え る こ とに よ り信 頼 性 を上 げ て い る。 モー ド1と 異 な

る の は モ ー ド1で ス ペ ー ス とな って い た8バ イ トの領 域 をユ ー ザ デ ー タの 前 に移 動 してサ

ブ ヘ ッダ 情報 を記 録 して い る こ とで ある 。 サ ブヘ ッダに は セ ク タ 内の デー タの 属性 が 記 録

さ れ る 。

画 像 や音 声 な どの信 頼 性 が コ ン ピ ュー タ用 デ ー タほ ど要 求 され な い情 報 は フ ォ一一ム2の

セ ク タ で記 録 され る。 フ ォー ム2で は フ ォー ム1の よう にECCを 使 わ な い かわ りに1セ

ク タ 当た りの 記 憶 容量 を増 や して いる 。

CDやLDが 過 去のLPや 映 画 フ ィル ム とい う遺 産 をそ の ま ま利 用 で き た の に対 してC

D-1で は ソフ トウェ ア を ゼ ロか ら作 成 す る必要 が あ る こ とが 大 きな 違 い とな って い る 。

利 用 目的 と して は エ ン ター テ イ メ ン トや教 育 といわれ て い る が 普 及 の た め に はCD-1な

らで はの 魅 力的 な ソフ トウ ェア が 必要 条件 となろ う。(別 に これ は 電 子 出版 全 般 にい え る

問題 であ り特 にCD-1に 限 った こと では な いが)

(5)XAフ ォ ー マ ッ ト

CD-1の 発表 当初 か ら、CD-1で 提 案 され た マル チ メデ ィア ・シス テ ム とい う コ ン

セ プ トを既存 のパ ソ コン で構 築 した い とい う希 望 は存 在 した 。特 に 、CD-1で 提 案 され

たADPCM音 声 は魅 力 的 な存 在 であ りパ ソコ ンで もCD-ROMに よ るADPCM音 声

を利 用 した い とい う要 望 が強 ま った 。

そ こで、OSや ハー ドウ ェ ア に と らわれ ない でCD-1の モー ド2フ ォー マ ッ トを利 用

す る ことがXAフ ォー マ ッ トと して1989年 に フ ィ リプ ス/マ イ ク ロ ソフ ト/ソ ニ ー社

に よ り提 案 され た 。

ADPCM音 声 はCD-1に おけ る レベ ルB、 レベルCが 利 用 で き る 。 画像 に関 して は

IBMPCの 標 準的 な グ ラ フ ィ ック ボ ー ドで あ るVGAが 基 本 とな って い るが 、 シス テ

ム に よ り自 由な デ ー タ構 造 を とる こ とが で きる よ うにな って い る 。

XAフ ォー マ ッ トはCD-1に 比較 して 自由度 が 大き くな って い る た め にハ ー ドメー カ

ー 、 ソフ トメー カー の 参 入 が容 易 と思 わ れ る。 しか レ、 画像 デ ー タ な ど は シス テ ム に依 存

す る デ ー タ 構造 とな って しま う ことが 多 い ため に互換 性 に 関 してはCD-1に 劣 る こと に

な る 。
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4.1.2DVl概 要

1988年 にRCA社(ア メ リカ)か らDVI(DigitalVideoInteractive)がRCA

社 か らイ ンテル 社 に移 管 され て 実 用 化へ の 道 を踏 み 出 した 。

DVIはCD-ROMで 自然 画 の ビデオ 信 号 を再 生す る技 術 で あ る が、 ビ デオ デ ィス ク

に 比較 して小 形 で電 池 駆 動 も可 能 なCD-ROMに よ.り ビデオ 画 像 が扱 える こ と にな る の

で 、 コ ン ピュー タ の マル チ メ デ ィア化 を促 進 す る こと が期 待 され てい る。

CD-ROMで 動 画 を再 生 す る ため には 、 デー タ を圧 縮 す る必 要 が あ る。

DVIに は高 画 質 を狙 った プ ロダ ク シ ョン レベ ル ビデ オ と、パ ソ コ ン レベ ル で容 易 に圧

縮 伸長 処 理 が行 な え る リア ル タ イ ム ビデオ の2種 類 が 考 え られ て い る。

表4.3に その 概 要 を示 す 。 両 モー ドと もに90年2月 には 水 平 解像 度 を2倍 に 、 リア

ル タイ ム ビデ オ に 関 して は秒 当 た りの フ レー ム 数 も3倍 に 向上 させ る こ とが 計 画 され て い

る 。

プ ロ ダ クシ ョン レベ ル で は 、 画 質 は比較 的 良好 であ る が 、圧 縮 処 理 の た め に は複 数 のC

PUを 並 べ た特 殊 な コ ン ピ ュー タ を用 いる 必要 が ある 。

それ に対 して リアル タ イム ビデ オ で はパ ソコ ン を利 用 した シス テ ム に よ り リア ル タ イ ム

での圧 縮 を行 な う こ とが で き る。 この シス テ ム と して は イ ンテ ル か らPRO750と 呼 ば

れ るPCコ ンパ チパ ソ コ ン をベ ー ス と したマ シ ンが提 供 され て いる 。

イ ンテル で は90年 に は マ イ ク ロ ソフ ト社 のMS-WINDOWにDVIを 対 応 させ る

こ とを予 定 して い る 。

また 、DVI再 生 用 のLSIと しては82750PAお よ び82750DAと 呼ば れ る

チ ップが 発表 され て い る 。
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表4.3DVI技 術概 略仕 様

フいム/秒 画素数 色数 圧縮処理 再生

フ.ロダ クション 30 256×240 1677万

レベ ルビ デ オ ↓ 予 定 iPSC

512×480 82750PA

82750DA

リアルタ仏 ビ デ オ 10 128×240 1677万 パ ソコ ン

↓ ↓ 予定

30予 定 256×240 PRO750

82750PAは ピク セル プ ロ セ ッサ であ り、 内容 と して は並 行 処理 型 の マ イ ク ロプ ロ

セ ッサ と しての 能 力 を持 つ 。82750DAは デ ィス プ レイ プ ロセ ッサ で あ りCRTコ ン

トロー ラ と しての 機 能 を分 担 す る。 これ らの チ ップは 内部 に マ イ ク ロ コー ドを記 録 す る た

めのRAMを 備 え て お り外 部 か ら処 理 の 内容 に応 じて 適切 な マ イ・ク ロ コー ドを転 送 す る こ

とに よ り柔軟 性 を与 え て い る。

DVIも 当初 はCD-ROMを ター ゲ ッ トに開発 が 進め られ た が 、 現 在 で はMOデ ィス

クやDCTな どへ の 対 応 も検 討 され て い る よ うであ る 。

アプ リケ ー シ ョン と しては 業 務 用 と して フ ライ ト ・ドラ イ ブ シ ミ ュ レー タ な どが 考 え ら

れ る 。 また 、 ビデ オ デ ィス クで 実 現 され て い る アプ リケー シ ョンの 一部 もDVIに 移 行 す

る で あ ろ う。DVI用 の チ ッ プは 動 画専 用LSIと い う よ りは 、 動 画の 可 能 な高 性 能 グ ラ

フ ィ ックLSIと 見 な す こ と もで き るの で 、AVパ ソコ ンや アー ケ ー ドゲ ー ム な どに お い

て も有 望 と思 わ れ る 。 家 具 の デ ザ イ ンや イ ン テ リア の シ ミュ レー シ ョンな どの ア プ リケ ー

シ ョン も開 発 さ れ て い る 。
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4.2文 書 系

4.2.1SGML

電 子 出版 環 境 とは各 種 メデ ィア に よる 文 書 情 報 交換 の場 と考 え る ことが で き、 出版 社 と

それ を利 用 す るユ ーザ(著 者 、 編 集 者 、 読 者 また は 印刷 業 者)の 間 で意 図の 伝 達 を達 成 す

る環 境 で あ る。 つ ま り送 り側 と受 け側 の 両 シス テム で、 交 換 メデ ィア と 交換 対 象 文書 とが 、

あ らか じめ 決め られ た お 互 い に整 合 し うる プ ロ トコル また は フ ォー マ ッ トを共 有 す る こ と

に よ り、 情 報 交換 を可 能 にす る こ とで あ る。 プ ロ トコル また は フ ォー マ ッ トの 整 合 は 、ユ

ー ザの 存 在 域 が 小 さ けれ ば ロー カ ル な 規 定 で十 分 であ る。 しか し、 電 子 出 版環 境 は 国 内、

国 際 へ と広 が る 可能 性 が 高 く、 したが って 国 内規 格 、 国 際規 格 と して 承 認 され た もの を検

討 す る ことが 必 要 に な っ て くる。

以 下 で その 一 つ の 方 法 で あ る、SGML(StandardGeneralizedMarkupLanguage)

につ い て簡 単 に述 べ る。

(1)SGML概 要

SGMLは 汎 用 マ ー ク ア ップ 言 語 な どと訳 され る。 マ ー ク ア ップ とは原 稿 中に編 集 組

版 指定 を しる す 目印の こ と、 つ ま り従 来 、紙 の 上 で 行わ れ た 編 集 処 理 を ソフ トウ ェア化 す

る 言語 であ る 。SGMLは1986年 に(ISO8879)と して 国 際 標 準化 され たが 、

設 計意 図 を次 に 示 す。

・表 現 ス タイル とは 独 立 な 文書 構 造 記 述 言語

・フ ォー マ ッ ト(割 り付 け な ど)の シス テ ムか ら独 立

・同一 原 稿 か らの 多 重 処 理 、 た と えば

一 全 文章 を割 り付 け

一 キー ワー ドな ど を抜 き 出 し、 オ ンラ イ ンヘ ル プ

ー 抽 出 して書 名 、著 者 、概 略の 書 誌 デ ー タベ ー ス

編 集 者 は 赤鉛 筆 や 青 鉛 筆 で 原 稿 に文 字 サ イ ズ ・書 体 な どの 指 定 、 す な わ ち マ ー クア ップ

を くわ え る。 電 子 出版 で も同 様 な手 法 が 可 能 だ ろ う。 た とえ ば<Chp>、<P>と い っ

た 指 定記 号(タ グ)を 原 稿 フ ァ イル 内 に しる し、構 造 や レイ ア ウ トを指 定 す る 。
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読 み 出 しは バ ー サ に よ りマ ー ク ア ップ を解 釈 し、 指定 に従 い原 稿 を再 表 現 す る。

この よ うな 手 法 はCTSの 登 場 とほ ぼ 同 時 に開発 され 、 ア メ リカ画 像 情 報 学 会(GCA)

のGenCode、IBMのDCFGML(1970)が 知 られ て い る 。 た だ し、 書

籍 の構 造 は 千差 万 別 で あ る 。 雑 誌 、辞 書 、 電話 帳 な どそれ ぞれ 構 造 が 異 な り、 ア メ リカ と

日本 で は指 定 方法 も異 な る だ ろ う。 それ らすべ て に タ グ を定 義 す る ことは 不 可 能 に近 い。

そ こで個 々の マ ー ク ア ップ は ユ ー ザ(出 版 者)の 定 義 に ま かせ 、 この 定 義 の シ ンタ ック

ス だ け を標 準 化 す る 方 法 が 考 え られ た。 これ がSGMLで あ る 。 次 に考 え方 を示 す 。

1)書 籍=エ レメ ン トの 集 合

書 籍 の構 成 要 素 をエ レメ ン トと呼ぶ 。 た とえ ば、 章 、 節 、 パ ラ グ ラ フ、 表 題 、 目次 な

どが エ レメ ン トで あ る 。 まず 、 エ レメ ン トの 始点 、 終 点 を示 す タ グ を決 め て お く。

た とえ ば章 、 パ ラ グ ラフ を<Chp>、 〈P>な ど とす る 。</Chp>、</P>

で 、 お の おの の 終 了 を示 す 。SGMLド キ ュ メン トとは 、 この タ グ でマ ー ク ア ヅプ され

た デ ー タ フ ァイル であ る 。

2)ド キ ュ メ ン トタ イ プ 定 義 、DTD

そ れ ぞ れ の タ グ が 何 を 意 味 す る か は 、 あ らか じめ 定 義 して お く 。 これ を 文 書 タ イ プ 定

義 、DTD-DocumentTypeDefinitionと い う 。 そ れ は 、 そ の 書 籍 の 構 成 要 素 を 定 義

す る こ と で も あ る 。 住 所 録 に 関 す る 簡 単 なDTDの 例 を 考 え て み る 。

名 前nm、 電 話 番 号pn、 住 所adr、 コ メ ン トcmtか ら な る レ コ ー ドrecが 並 ぶ と す る と 図

4.2.1の よ う なDTDと な る 。

3)DTDア プ リケ ー シ ョン

DTDを 定義 す るの は ユー ザ(著 者 また は 出版 者)で 、SGML本 体 は 、 その 定 義 の

仕 方 を定 義 す る メ タ言 語(あ る言 語 を記 述 、 生成 す る親 言 語)で あ る 。 ユ ー ザ(通 例 、

著 作 者 や 出版 者)は 自分 が 使 う タグ を決 め 、書 籍 の構 成 を定 義 す る 。 た とえ ば 月刊 誌 な

どで は 毎 月 ほ ぼ 同 じ構 造 で、 また 多 くの 書籍 もほ とん ど共 通 だ ろ う。 そ こで 、標 準 的 か

つ 一 般 的 なDTDを 共 通 化 して お くと便 利 であ る 。 その 例 と して 、 ア メ リカ 出版 協 会A

APが 定義 したAAPマ ー ク ア ップ とか ア メ リカ 国 防総 省 が 決 め たDoDマ ー ク ア ッ プ

(MIL規 約)な どが あ る。 そ れ らは、SGMLの 個 別 ア プ リケ ー シ ョ ン と呼 ばれ る。

一37一



*住 所 録 の 型 粋

〈!ENTITYrecordsphone _address"〉

〈!elementrecords(rec+)〉

〈!elementrec(nm,pn,adr,cmt?)〉

(+は 複数可の要素を示す)

(?は 省略可の要素を示す)

*住 所 録 の記 述例

〈phone _address>

〈rec>

〈nm>ABC印 刷 株式 会 社

〈pn>03-000-0000

〈adr>東 京 都 新宿 区○ ○ 町1-1-1

〈rec>

〈nm>株 式 会 社 シ ーテ ィエ スABC

〈pm>03-000-0000

〈adr>東 京 都 新 宿 区 ××町103

〈cmt>漢 字 処 理 を.......

〈rec>

図4.2.1DTDの 例

出版物 一
－
SGML
→ マークアップ→

ドキュメント
)

一
ー
一 外部 一
データ)

○
→DTD-
)

出版
'

ユ ーザO
SDIF

ド キュメント

SDIF

統合

O
SDIF

ドキュメントー

,

出版者
読者

↓↑

＼

、

ノ

'

一

→

/＼

SDIF

分離

→
SGML

統合

－
SGML

ドキュメントー

SGML

バ ーサ, 〉

(処理形式)

*SDIF:StandardDocumentInterchangeFormat

SGMLド キ ュ メ ン トの 交換 形式(ISO9069:0DAのOD工Fに 相 当)

図4.2、2SGMLド キ ュ メ ン トとパ ーサ
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4)SGMLド キ ュ メ ン ト

DTDと マ ー ク ア ップ 済 み フ ァイル がSGMLド キ ュメ ン トを構 成 し、必 要 な場 合 は 、

外 部 フ ァイ ル を参 照 す る こ ともで き る 。

・DTDと い う 「枠組 み 」

・DTDと の 対 応 す る(マ ー ク ア ップ)デ ー タ ー書 籍 内容

・(必 要 な場 合)外 部 デー タ参 照

5)SGMLバ ー サ

SGMLバ ー サ は 、 マー クア ップ を解 釈 し、文 書 構造 ブ ラ ウザ の 役 割 を果 た す 。表 題

と か、 こ こか ら新 しい 文章 が 始 まる とい うよ う に表 示や 印刷 を制 御 す る 。 図4.2.2

はSGMLド キ ュ メ ン トとバ ーサ の 関 係 を図示 した もの で あ る。

SGMLで 記 述 した手 紙 の 例 を示 す 。 図4.2.3がSGMLソ ー ス フ ァイル 、 図4.

2.4が レイ ア ウ ト処 理 後 の 出 力で あ る 。以 下は 、 ソース フ ァ イル の 説 明 で あ る 。

1行 目:ド キ ュ メ ン トタ イ プ宣 言;上 述 のDTDを 特定 す る 。 この 場 合 、USA

GIが 作 ってPUBLIC公 開 したmemoと い う既 存DTDを 指 定。

2行 目:<memo>開 始 タ グ。 上 記DTDを 起動 。 最終 行</memo>ま で

を処 理 す る。

3行 ～:<ref>参 照 番 号 、〈date>日 付 、<from>発 信 者 、<to>

宛 先 、<p>パ ラグ ラ フ、<title>表 題 、 い ずれ も上 記DTDに

定 義 され た要 素 。

10行 目:<signed>結 語"心 か ら …"、 サ イ ン の スペ ー ス 、 名 前 タイ

プ 、 役職 が この タグの 属 性 と して定 義 され 、 出力 され て い る。name

=XXXXXは パ ラメー タ。

11行 目:</memo>終 端 タ グ

(2)SGML電 子 出版 機 能 モデル

ISOで はJTClSC18/WG8が 電子 出版 の体 系 化 を担 当 し、1986年SGML

を標 準 化 した 。WG8の 電 子 出版 の体 系 とは 、 ドキ ュ メン ト構 造化 とコ ンポ ジ シ ョン(組

版)、 印刷 あ る い は 画像 化 か ら構成 され る 。(図4.2.5参 照)
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〈!DOCTYPEletterPUBLIC-//USAGl//DTDmemo//JPN"〉

〈memo>

〈ref>(株)ABC891201

〈date>1990年1月1日

〈form>太 郎

〈to>花 子

〈title>初 詣 の ご招待

〈p>明 治 神 宮へ の初 詣 の計 画 あ り。10時 に原 宿 駅 の改札 にて待 つ。

晴着 姿 が まぶ しいあ な たに。 是非 参 加 を。

〈Signname=trO>

〈/memo>

図4.2.3ソ ー ス 例

メモ番号:(株)ABC891201

1990年1月1日

太郎か ら花子へ

表題:初 詣のご招待

明治神宮への初詣の計画 あ り。10時 に原宿駅の改札にて待つ。晴着姿

がまぶ しいあなたに。是非参加 を。

太郎丸

○○大学落研代表

図4.2.4出 力例

在来プロセス

囲 一 〉[PtElザイン1-→ ㊥ 一 流通

旦 同一⑤
電子化

ワープロ

作

構 造化

SGMLマ ークアップ

割付指定
DSSSL

ページ記述

SPDL

o
光ディスク

いずれかの 等にて流通

レベル

ISOJTClSC18/WG8の 電子 出版モデル

図4.2.5SGML電 子 出版 モデル
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1)DSSSL、 論 理 レ イ ア ウ ト指 定 の 言 語

SGMLは ド キ ュ メ ン トの 論 理 構 造 を 示 し、 レ イ ア ウ ト(組 版 、 ペ ー ジ ネ ー シ ョ ン

ペ ー ジ 組 み 付 け な ど)は 規 定 しな い 。 こ の レイ ア ウ トを 指 定 す る の が 、DSSSL-

DocumentStyleSemanticsandSpecificationLanguageで あ る 。

考 え 方 は 、 ペ ー ジ(ま た は マ ル チ ペ ー ジ)の 空 間 を適 当 な エ リ ア に 区 切 り 、 そ こ に

SGMLエ レ メ ン ト を 流 し込 む 。 この と き 、 書 体 や サ イ ズ を 属 性 と して 決 め て お く。

以 下 は 、DSSSL記 述 を 構 成 す る 要 素 で あ る 。

・空 間 記 述:エ リ ア が 基 本
。 デ フ ォ ル トは 矩 形 。

・空 間 属 性:位 置
、 大 き さ 。

・SetShape:切 り 抜 き 。

・エ リ ア 属 性:書 体
、 級 数 、 時 送 り、 行 送 りな ど。

基 本 的 に はSGMLの 論 理 構 造 に 対 し、SPDL(次 項)の ペ ー ジ 記 述 を結 ぶ リ ン ク

定 義 、 あ る い は ル ー ル の 集 合 がDSSSL記 述 と な る 。

現 在 、 論 議 中 。(ワ ー キ ン グ ドラ フ トWG8N606)

2)SPDL、 標 準 ペ ー ジ記述 言語

SPDL-StandardPageDescriptionLanguageは す で に広 く知 られ て い る

PostScriptの よ うな ペ ー ジ記 述 言語 のISO版 で あ る。

文 字列 、 ラス タ 図 形 、 幾何 図 形 な どか ら成 る フ ォー マ ッ ト化 最終(再 編 集 不 可 能)文

書 を、装 置 不 依 存 、 プ ロセ ス 不陸 存 に表 示 メデ ィ ア上 に記 述 す る手 段 を提 供 す る 。

現 在 、論 議 中。(ワ ー キ ング ドラ フ トWG8N715Revに ま とめ られ て い る)

(4)SGMLの 今 後 の 動 向 な ど

1)応 用 事 例

ア メ リカ 、 イ ギ リス 、 フ ラ ン ス 、 ドイ ツ、 オ ラ ン ダ、ベ ル ギ ー な どの 各 国 政 府 機 関 、

EC共 同体議 会 、ISO本 体 、 ア メ リカ 出版 協 会(AAP)な どが 率 先 して 採 用 して

い る。 代 表例 と して は

・ア メ リカ 国 防 総省CALSプ ロ ジ ェク ト(MIL-28001 、1987年)

一－DoDマ ー ク ア ップ'

全 主要 装備 の マ ニ ュ アル の 電子 化 。 この ため 、IBM、Xerox、
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Unisys、AT&T、HP、 ・ ・な どが 積 極 的 にSGMLの 応 用 開発

を進 め て い る 。

・ア メ リカ 出版 協 会(AAP)

一 －AAPマ ー クア ッ プ

2)SGML利 用 に よる メ リ ッ ト

以 下の よ う な こ とが 考 え られ る。

1出 版 業 界 では

・新 しい 出版 形 態 が 生 まれ る 可 能性:

フ ロ ッ ピー 出版 、CD-ROMな どの 電 子 メデ ィア に よ る 出版

・編集 作 業 の効 率 化

・出版 情 報 の デ ー タ ベ ー ス化

2印 刷 業界 では

・デー タ 入 力の 際 の 業 務 効 率 の 向上

・他 メデ ィア展 開作 業 の 負 荷 軽 減

3情 報 機 器 メー カー で は

・新 しい ビ ュー アの 開発

・オ ー サ リング ツ ール の 開発

・SGML関 連 ソフ ト

4デ ー タベ ー ス業 界 で は

・入 力 コス トの 低 減

・異種 デー タベ ー ス との リン クが 可 能 な ど。

(3)SGML懇 談 会

通産 省 の 後 押 しで 、 財 日本規 格 協 会 お よび 情 報技 術 標 準化 研 究 セ ン ター(INSTAC)

を中心 に本 年5月22日 にSGML懇 談会 が 発 足。 参 加 企 業 ・団体36社 。 今 後 の 活 動 内容

と して は

・SGML応 用 例 の 開 発:応 用 文書 の 特 定 ・DTD例 作 成 、SGML支 援 ヅ ール 、

デ モ用 ビ ュー アの 仕 様 開発 な ど。

・SGML普 及 な ため の 各 種 活 動 な ど。

す で に応 用例 の 開 発 に入 って お り、本 年 度 中 にサ ンプ ル を作 成 す る 予定 で あ る。
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4.2.2[ケ ー ス ス タ デ ィ]特 許 庁 ペー パ ー レス計 画

(1)最 初 に

ペ ー パ ー レス 計 画 とは 、 出願 人か ら庁 に提 出 され る書類 、庁 か ら出願 人 に発 送 す る 書類 、

お よび 公 報 に代 表 され る 特 許 文献 な どの 書類 をす べ て電子 化 し、 特 許 行政 にか か る 情 報処

理 能 力 を質 量 と も に拡 大 す る こ とで ある 。本 稿 で は 、出願 書 類 の 電 子化 お よび 公 報 の 電子

化 につ い て マ ル チ メデ ィ アの 観 点か ら説 明す る 。 始め にペ ー パ ー レス 計 画の 背 景 と概 要 に

つ い て触 れ た 後 、 フ ロ ッ ピー を用 い た電子 出願 、 オ ンラ イ ン に よる 電子 出願 を紹 介 し、最

後 にCD-ROMを 用 い た 電 子 公 報 の検 討 状 況 を報 告 す る。

(2)ペ ー パ ー レス シス テム概 要

・膨 大 な 出願 件 数

現 在 、 年 間 で 、 特 許 関 係 の 出願 が30万 、 実 用新 案 を合 わ せ る と、50万 か ら60万 。 これ は 、

ア メ リカ 、 ヨー ロ ッパ な ど、各 国 の 特許 庁 に 出願 される 全 出願 書 類 の 約4割 を占め る。 こ

の た め 、 日本 の特 許行 政 は審 査 処 理 期 間の 長 期化 、 特許 情 報 の提 供 な ど をめ ぐっ て大 きな

課 題 を抱 え て い る 。

・ワー プ ロの 普 及

和 文 タ イ プ に代 わ り、 ワー プ ロで 文書 を作 りプ リン トした も の を その ま ま出願 す る と い

うケ ー ス が 非 常 に増 え て き た。 にも かか わ らず従 来 か ら、 特許 庁 で は書 誌 情 報 だ け をパ ン

チ 入 力 して コ ン ピュー タ処 理 を行 っ て きた 。 一方 、 文書 そ の も の を電 子 化 し、 検 索 、編 集 、

照会 な ど 、特 許 庁 業 務 に応 用 し、 審査 処 理期 間の 長 期化 防 止 、 出願 人 へ の 情報 サ ー ビス の

充 実 を 図 る と い う強 い要 求が 昔 か らあ った。 そ こで ニー ズ とシー ズ とが マ ッチ して 生 まれ

たの が ペ ー パ ー レス 計 画 であ る とい え る。 す なわ ち 、 ワー プ ロ で作 成 した 電子 デ ー タ をそ

の ま ま 出願 して いた だ き、 逆 に庁 内 で も書類 をす べ て電 子 で作 成 す る とい う考 えが 根 底 に

ある 。

・シス テ ム の概 略

シス テ ム の イ メ ー ジ 図 を図4.2.6に 掲 げ る。 電子 出願 書類 の受 け付 け ば 平 成2年1

0月 か ら開 始す る。 オ ンラ イ ン と フ ロ ッピー と普 通 のペ ー パ ー の3種 類 の 出願 を受 け付 け

一43一



るが 、 フ ロ ッ ピー とペ ー パ ー で 受 け付 け た も の は全 部 オ ンラ イ ン と同 じフ ォー マ ッ トに変

換 して 光 デ ィス クフ ァイル に蓄 積 す る(当 然 な が ら、 庁 と しては オ ン ライ ン 出願 の 普及 が

最 も望 ま しい)。 この よ う に入 口で す べ て の 書 類 を電 子 化 し、以 降 の 事 務 処 理 をす べ て コ

ン ピュー タ で処 理 す る 。 この 電 子 化 した 書 類 は 電子 包 袋 とい い 、 ワー クス テ ー シ ョンか ら

LANを 経 由 して アク セ ス で きる 。

1)方 式 審 査 。 これ は手 続 に形 式上 不備 が な い こと をチ ェ ックす る も の で あ り、 機械 審査

す る。 ど うい う こ とか と い う と、 各 手続 に は ど うい う書 類 が必 須 で あ る とか 、 書 類 に は ど

うい う項 目は必 須 で あ る とか 、 オ プ シ ョ ンで あ る とか 、 こ うい う項 目が あ って は いけ な い

とか、 をプ ログ ラム で チ ェ ックす る 。

2)公 開公 報 。 出願 され て か ら1年6カ 月後 に発 明の 内容 を広 く知 らせ る た め に 公 開公 報

を発行 す る。 ペ ーパ ー レス の 公 開 方 法 は電 子 公報 とい う ことで 、CD-ROMを 媒 体 と して予 定 。

3)実 体 審査 。 過 去 の特 許 文 献 を光 デ ィス ク に 入れ て 、 これ を用 い て ワー ク ス テ ー シ ョン

か ら検 索 で き る。 この ワー クス テ ー シ ョ ンに は 画 面が2つ あ り、 マ ル チ ウ イ ン ドウな らぬ

マル チ 画 面 で使 い勝 手 を高め て い る 。 現 在 メイ ンでや って い るの はFタ ー ム 。 各 分 野 ご と

に一種 の キ ー ワー ドを決 め 、 それ を文 献 に付 与 して お き、 そ の キー ワー ドの 掛 け合 わ せ で

検 索 を行 う とい うもの 。

4)オ ン ラ イ ン発送 。 一種 の メー ル で 、特 許 庁 か ら出願 人 に指 令 な どの 発 送 をオ ン ラ イ ン

でや っ て しま う。 これ はオ ン ライ ン 受 付 開 始 時 期 よ り遅 く、平 成5年 ぐ らい を メ ドに 開発

す る予定 。

(3)フ ロヅ ピ一 出願

フ ロ ッ ピー 出願 は 、JISX4001一 日本 語 文 書 交 換用 フ ァイル 仕 様(基 本 形)とJISX40

04一 日本 語 文書 交 換 用 フ ァイル 仕 様(二 値 図 形)を 使 用 す る 。(以 降 、 前者 を水 準10、 後

者 をは 水 準40と 呼ぶ)こ の ほ か、 水 準20(事 務 用 グ ラフ デー タ を含 む)と か水 準30(幾 何

学 図形 デ ー タ を含 む)と い うの も あ る が 、特 許 庁 の 都 合 で水 準40を 早 くや って も らっ た と

い う経 緯 が あ る 。水 準10は コー ドデ ー タ だ け か らな り、 水準40は コ ー ドデ ー タ と画像 デ ー
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タ(ラ ス ター デ ー タ)か らな る 。

フ ァイル レイ ア ウ トを 図4.2.7に 示す 。 フ ァイル ご と にフ ァイル 見 出 しラベ ル が あ

る 。 フ ァ イル は 複 数 の 文 書 か らな り、 文書 ご と に文 書 見 出 しラベ ル が あ る。 そ の 文 書 は テ

キ ス ト部 と ラス タデ ー タが 格 納 され た ブロ ッ クデ ー タ部 か ら成 る 。 ラ ス タデ ー タの と ころ

を取 っ て しまえ ば 、 水 準10に な る 。 な おラ ス ター デ ー タの 圧 縮 方 法 と して二 次 元 圧 縮 を、

密 度 と して200DPI(DOTPERINCH)を 採 用 した。

この 仕 様 は 、 ワー プ ロ メー カ ー の公 約数 的 な と ころ に な り、 特 に 制御 構 造 が 限 られ て い

る。 す なわ ち 改 行 、 文 字 変 形 の 倍 角、 全 角 、半 角 が あ り、 グ ラフ ィ ック修 飾 は ア ン ダー ラ

イ ン、 部 分 行 下 げ 、 部 分 行 上 げ 、 その 程 度 だが 、 出願 では 取 りあ え ず これ で 十 分 の 機 能 を

持 つ。

な お 、JISコ ン バ ー タ につ い て は、DIS、 東 芝、 日本 電 気 、 三洋 電 機 、 松 下 電 機 、 富

士 ゼ ロ ック ス 、 キ ャノ ン、 リコー 、 シ ャー プ 、 目立 、 富 士通 、東 洋 産 業 、後 藤 活 字 な どが

開発 を予 定 して い る 。

(4)オ ン ラ イ ン 出願

・トラ ンザ ク シ ョン処 理

オ ン ライ ン 出願 とい う と、 電 子 メール 方 式 と思 わ れ る か も しれ な い が 、電 子 メ ール 方式

で は な い 。検 討 当 初 は電 子 メー ル 方 式 も検討 したが 、 電子 メー ル 方 式 の場 合 、 リアル タ イ

ム に相 手 方 に情 報 を返せ な い と い う欠点 が あ り、 トラ ンザ ク シ ョン処 理 方 式 を採 用 した。

現 在 、 出願 人 が 、 書類 を直接 、 特 許庁 窓 口に持 って き た場 合 、 窓 口で軽 い チ ェ ック を行

う。 これ との 類 推 で 、 オ ン ラ イ ン受付 でも リアル タイ ム に チ ェ ッ ク をや り、 さ らに行 政 サ

ー ビズ の拡 張 と して各 出願 書 類 に識別 す る ため の 番 号(出 願 番 号)を リアル タ イ ム に付 与

し、 リアル タ イ ム に通 知 す べ きで あ る、 とい う要 求 に応 え な けれ ば な らなか っ た。 この た

め 、.オン ラ イ ン 出願 は電 子 メー ル 方 式 では な く、 トラ ンザ ク シ ョン処理 を採 用 した。

・デ ー タ構 造

特 許 願 は 、 書 誌 情 報 を記載 した願 書 と発 明の 内容 を記 載 した 明細 書 、 図 面 の 二 種 類 の デ

ー タ にわ け られ る 。 この 内 、 リアル タ イ ム にチ ェ ックす る 対象 と なる の は 前 者 。 そ こで 前

者 につ い て は 、 コ ン ピ ュー タ処 理 しや す いデ ー タ列 の 形 式 を取 った 。 これ に 対 して 、後 者

は 化 学 式 、機 械 図 な ど文字 以 外 の 情報 を含 む 文書 の ため 、苦 労 した 。 とい うの は 、仕 様 を
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検 討 した 当 時(昭 和62年 度)、ODA/ODIFはISOで 検 討 中の 代 物 で 採 用 す る訳 に

い かず 、SGMLは 、文 字 以 外 の取 り扱 い と レイア ウ ト構 造 お よび リアル タ イ ムで の ペ ー

ジ処 理 な ど に難 点 が あ った 。 この た め 、最 終 的 には オ ン ラ イ ン と親和 性 の あ るT.73を 採 用

し、後 に述 べ る 方 法 で論 理 構 造 をサ ポ ー トす る こと と した。 文 字 以外 の デー タ につ いて は 、

再 現の 正 確 さの 理 由に よ り、 す べ て ラ ス タ ー デー タ と した 。 な おフ ロ ッ ピー の 場 合 と 同様 、

ラス タ ー デ ー タの 圧縮 方法 と して 二 次 元圧 縮 を、密 度 と して200DPI(DOTPERINCH)を 採 用

した 。

トラ ン ザ ク シ ョン処 理 の プ ロ トコル につ い て は 、 当時OSI(OpenSsytemsInterconnec-

tions)第7層 の トラ ンザ ク シ ョン処 理 が 未 決 定 で あ っ た ため 、 各種 の 問い 合 わ せ/応 答 プ

ロ トコル の ベ ー ス と して採 用 され っ っ あ っ たROS(Re皿oteOperationsService)コ マ ン ドを

使 用 した独 自の プ ロ トコル を採 用 した(図4.2.8参 照)。

・物 理構 造 と論理 構 造

図4.2.9に 特許 願 の イ メー ジ を示 す 。 こ こ にあ る書 類 名 、 分類 、 発 明 の 名称 、 発 明者

の住 所 、 氏 名 な どが書 誌 情 報 で あ る が 、 それ ぞ れ の ア イテ ム にア イテ ムIDを 付 与 し、 そ の

デ ー タの 長 さ とア ドレス を押 さえ て(オ フ セ ッ ト部)、 そ の ア ドレス が 指 す 場 所 に 実 際 の

デ ー タ を記 録 した(実 デー タ部)。 一種 の 特 許 庁 版EDI(ELECTRONICDATAINTERCHANGE)と

い え る。 この よ うに 、書 誌 は 、論 理構 造 の み を有 して お り レイア ウ ト構 造 を有 して いな い。

逆 に、 明細 書 は レイ ア ウ ト構 造 しか持 た な いT.73の 形 式 を使 って い る。T.73の 形 式 で は

文 書 は ドキ ュ メ ン ト、 ペー ジ、 ブ ロ ック と階層 構 造 か らな る編 集 後 の最 終 形 態 を取 る。 と

ころ が 、 明細 書 にも 論 理構 造 が 必 要 で あ る 。 出願 人 が 明細 書 を出願 した後 、発 明の あや ふ

や な と ころ を詳 し く書 い た り、 他 人 の 権 利 に か かわ る よ うな と ころ を削 った りす る修 正(

補 正 とい う)を よ く行 う。 この 場 合 論 理 的 な構 造 をベ ー ス とす る こ とで 最 新 の 明細 書 を 自

動 編 集 した い 、 とい うニ ー ズ があ る 。 また 、 検 索 す る際 にも 、 ペー ジ順 で は な く、 論 理構

造 か らそ の ペ ー ジに直 接 ア ク セス した い とい うニ ー ズが あ る 。 そ こで、 識 別 記 号 を導 入 し、

ア プ リケ ー シ ョ ン側 で対 応 す る こ とと した。

図4.2.10の 明細 書 の 例 で 見 る と、 すみ つ き括 弧 で く くって い る の が それ であ る。

例 えば特 許 請 求の 範 囲 、請 求項1も 請 求項2と い うの も括 弧 で く くって い る 。 ま た発 明の 詳

細 な説 明 を括 弧 で く くり、 段 落番 号0001、0002、 な どす べ て 括弧 で く くって い る 。 も ち ろ

ん 、 この 括弧 で く くる 行 為 を出願 人 に お願 い す る と い う形 にな るが 、 これ で 論 理 構造 を扱
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う仕 掛 け にな って いる 。 アプ リケ ー シ ョ ンで は、T.73の 文書 を文 字 列 サ ー チ し、括 弧 を検

索 し、 そ れ をイ ン デ ッ クス と して、 そ のペ ー ジ にア クセ スで きる よ う にイ ン デ ックス フ ァ

イル を作 る 。 以 降の ア プ リケー シ ョ ンで は 、 この イ ンデ ックス フ ァイ ル を利用 して論 理構

造 を把 握 す る 。

この よ う に 、 文書 の 書 き 方 に工 夫 をす る こと によ り、一 種 の論 理 構 造 を実現 して い る。

・オ ン ラ イ ン端 末 機 開 発 状況

現 在 、 日立 、東 芝 、 富 士通 、 日電 で 開発 して お り、春 には 発 売 され る 予定 で ある 。

(5)電 子 公報

CD-ROMを 用 い た電 子 公報 の デ ー タ構 造 につ いては 、平 成2年1月 現 在 検 討 中 であ り、今

後 変 更 され る ことも あ り得 る こ と を最 初 に断 って お く。

・公 報 とは

出願 時 か ら1年6カ 月後 に公 開 公報 を、 さ らに審査 後 拒絶 理 由の 見 あ た らな い 出願 につ

いて は 公 告 公 報 を発 行す る。 公 開 公報 は 主 に類似 技術 調 査 に用 い られ 、 公 告 公 報 は主 に特

許 権 の 設 定 範 囲 を判 断す る の に用 い られ る 。 公 開公報 の例 を 図4.2.11に 示 す(注 意

この 例 は 、 平 成4年 度 に予定 して いる新 公 報の レイア ウ ト案 で あ り、 現 行 の もの で は な

い)。 フ ロ ン トペ ー ジ に書誌 事 項(発 明の 名称 、 出願 人の 住 所 氏 名 、 出願 番 号 、公 開 番 号 、

国 際分 類 な ど)と 発 明の 要約 お よび 代 表 図 面が あ る。 フ ロ ン トペ ー ジ に続 き 明細 書 、 図 面

が記 載 され る 。

・ス ペ ー ス 問題

全 国 約100カ 所 に特 許 公 報 を保 管 した地 方 閲覧所(一 種 の 図 書館)が あ り、 ユー ザ が 自

由 に 閲覧 で き る よ う にな っ て いる 。 と ころが 、 年 間 に発 行 され る紙 公報 は積 み上 げる と10

0メ ー トル をゆ う に超 え 、 どの 閲 覧所 も保 管 ス ペー ス の確 保 に 苦 労 して い る 。電 子 公 報 は

この 問 題 を ク リアす る。

・媒 体

電 子 公 報 の 媒 体 と して 、CD-ROM、OD(OPTICALDISK)、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 磁 気 テ ー プ 、
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オ ンライ ン、が 候 補 と して 挙 げ られ た。ODは メー カー ご と に規 格 が異 な り、値 段 も高 く、

大 量 生産 に向 い て い な い。 ま たフ ロ ッピー デ ィス ク は記 憶 容 量 が 非常 に小 さ い。 磁 気 テ ー

プ は 、EDP部 門 向 け で 、 パ ー ソナ ル で な い。 オ ン ラ イ ン は地 方 か ら見 る と、 通信 コス トが

結 構 高 い。 そ こで 、 パ ー ソナ ル 向 け で大 量 生産 に 向 い て い るCD-ROMを 利 用 す る こと に な っ

た 。 この 場 合MS-DOSで 標 準 に サ ポ ー トされ て い るISO9660の 上 にフ ァイル を構成 し、安 価

な シス テ ム で電 子 公 報 を検 索 で きる よ うにす る 。

・文書 フ ァイル フ ォー マ ッ ト

安価 な シス テ ム で利 用 で きる こ と、ユ ー ザ側 で 加 工 処 理 しやす い こ と、 お よび 世 の 中の

動 向 な どか ら、 文書 フ ァイル フ ォー マ ッ トは 、SGMLの 方 向で 検討 す る こ とと した。 コー ド

で表現 で きな い 図 面 、化 学 式 な ど につ いて は ラ ス ター デ ー タ を用 い 、テ キ ス トフ ァ イル と

は別 フ ァ イル とす る 。 す な わ ち テ キス トフ ァイ ル 中 の 図 面 、化 学 式 が レイ ア ウ トされ る位

置 に タグ をお き ラス ター デ ー タ フ ァイ ル をポ イ ン トす る 。 この ラス タ ー デー タフ ァイ ル形

式 と してTIFFを 、圧 縮 方 法 と して 二次 元圧 縮 を、 密 度 と して200DPI(DOTPERINCH)を 検 討

して いる 。

・レイ ア ウ ト構 造

公報 を 引用 す る場 合 、何 ペ ー ジの何 行 目とい う具 合 い に レイ ナ ウ ト情報 を用 い る ことが

よ くあ る。 この た め 、 レイ ア ウ ト情 報 を ど う表 現 す るか が大 きな課 題 とな る。SGMLで は、

DSSLと い う考 え 方 が あ る が い まの と'ころ、 標 準 が 固 ま っ て お らず 、採 用 す る訳 に は い か な

い 。そ こで、 レイ ア ウ ト構造 用 の タ グ をテ キス トフ ァイ ル 中 に挿 入 す るか 、 そ れ とも別 途 、

レイ アウ ト制 御 フ ァイ ル を設 け るか 、 どうか な ど につ い て 現在 検 討 中 であ る 。

(6)お わ り に

オ ン ラ イ ン 系 に は 、ODA/ODIF系 列 のT.73を 採 用 レ 、CD-ROMに はSGMLを 採 用(予 定)と い

う形 で 特 許 庁 の 文 書 は 電 子 化 す る こ と と な っ た が 、 い ま の と こ ろ 、 コ ー ドデ ー タ と ラ ス タ

ー デ ー タ の み に 限 定 さ れ て お り、 今 後 は(法 制 度 の 制 約 は あ る が)CAD/CAMデ ー タ や カ ラ

ー
、 ハ ー フ トー ン デ ー タ に 拡 張 す る こ と が 望 ま れ る で あ ろ う 。
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ので、POS用 のOCRの 入力部として実用に供されている.

実用のハンドスキ+ナOCRは 、OCR-Bフ ォントVイ ズ1な ど、此般的小

寸法の文字のみを入力してぱ隠 するものである.文 字の上下方向の観測視野は、

手のゆらぎを考慮して文字の高さの2倍 以上に余裕をもたせたあったが、入力情

報の周囲に十分越背景白田のあるm節1を 扱うため、左右方向は被写体と接

続する部分の幅を極力狭くして走査位置が見えやすくするのみで実用上十分であ

った●

【0003】

しかし、文書の部分イメージ入力などに供するときには、比較的広い視野と高

い走査解像度を実現し且つ手送り移動の振れを生 じにくくするため、書面との接

触面積を十分に確保する必要がある.図1は 、文書の部分入力に適用するハンド

スキャナの外観例と書面との位置関係を示したものであり、1は ハンドスキャナ

ハウジング、2は 入力書面を表す.ま た、P点 は位置入力であり、P点 を含む1

点鎖線が書面に対する外観視野を表し、矢印は手送りによるハンドスキャナの移

動方向を示 している.こ のようにハンドスキャナハウジングの高さと被覆する面

積が大きくなるので、入力位置P点 の近傍を視野蒔ばできないという欠点があっ

た。

【0004】

一般文盲の任Uの 一部を入力する費途において、この欠点は入力模作性に聞し

て大きな蒐書である.具 体的には、不必要了よ情■そ も出力したり、入力情報の前

後がかけたり、あるいは、字送りの由りによって必要な情報の上下が欠落したり

するなどの問題があった●

【0005】

この改善策として、密着セ ンサを使用しハウジングの高さ方向の寸法を圧縮す

る方法がある。図2は この方i±による光学系の実装形頚を示すための悦明図であ

って、主走査方向に対して直角な平面による断面図である.図2で 、3は1次 元

イメージセンサ、4は ロッドレンズ、5は 照明ランプマ ある.し かしこの方法で

も、センt、 ロッドレンズ、ランプの実装のため無視できない寸法の幅(図2の

W}を 日保する必要がある.片 側から照明してP点 を左右方向に移動し、ハウジ

08即「7・

†.73

(コード)

明細書

ll7008凹U

1 O

nOO8HU

一

・

【書題名】 明細書

(発明の名称】 ハ ンドスキャナ

【特許請求の範囲】

【請求項1】 レンズ系を介して書面からの反射散乱光を1次 元イメージセ

ンサに受光することで主走査を行い、書面を破覆したハウジングを手送り移動す

ることで副走査を行う書面イメージの入力手段において、該ハウジング内の上田

に装着さ江 その受光面が書面と平行になるように設足された1次 元イメージセ

ンサと、書面と平行でセンサ列方向箱を含む平面に対して傾斜し、かつ俵センサ

列方向粕と直行した光路面を構成するレンズ系とを備え、咳パウジングの被覆側

端部で主走査することを特徴とするハンドスキャナ。

【請求項2】 請求項1の レンズ系を、書面に垂直でセンサ列方向軸を含む

平面の左右両側に設けたことを特徴とする請求項1の ハンドスキャナ.

【請求項31左 または右側の受光を選択的に制御する光遮蔽部を該レンズ

系の光路内に設けたことを特徴とする請求項2の ハンドスキャナ.

【請求項4】 被写体の照明光源を、ハウジング上部に配 した1次 元イメー

ジセンサの真下に設けハウジングに取付けたスイ7チ によって、左右両側端部の

いずれか一方を照明するための光照射切{●を行うことを特徴とする請求項2の ハ

ンドスキャナ.

【請求項5】 ハウジングの抜口測泡部にハーフミラーのフー ドを取付けた

ことを特徴とする請求項1の ハンドスキャナ.

【発明の詳細な悦明】

【00011

【産業上の利用分野】

本発明は、走査位置の観測確認が容易なハ ンドスキャナに関するものである.

【0002】

【従来の枝術】

イメージ入力装置の中で、ハンドスキャナは、入力情報の記載された媒体の形

状や媒体上の入力情報の位置を問わず、必要な情報のみを入力できる利点がある
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4.3デ ー タ ベ ー ス 系

4.3.1バ イ ブ ル ズ とCDbasθ ・

日外 ア ソ シ エ ー ッ で はCD-ROMの フ ォ ー マ ッ トを2種 類 用 意 して い る 。 『バ イ プ ル ズ フ ォ

ー マ ッ ト』 と 、 新 しいISO-9660対 応 の 『CDbaseフ ォ ー マ ッ ト』 で あ る が 、 これ に つ

い て 簡 単 に 解 説 す る 。

(1)バ イ ブ ル ズ ・フ ォ ー マ ッ ト

バ イ ブ ル ズ 版 のCD-ROMフ ォ ー マ ッ トは 、 パ ー ソナ ル ユ ー ス の デ ー タ ベ ー ス と して 、 多 機

種 の パ ソ コ ン を サ ポ ー ト して お り、 現 在 主 要 な ほ とん ど の パ ソ コ ン 上 で 稼 働 し て い る 。

バ イ プ ル ズ フ ォ ー マ ッ トで の 代 表 的 なCD-ROM出 版 物 に は 、 「現 代 日 本 科 学 技 術 者 大 事 典

+現 代 日本 執 筆 者 大 事 典 」 、rCD-BOOK」 、rCD-HIASK」(朝 日 新 聞 記 事 全 文 デ ー タ ベ ー ス

:年1回 発 行)、rCD-JETROACE」 な ど が あ る 。

これ らの 『バ イ ブ ル ズ 』 出 版 物 で 使 わ れ て い るCD-ROMフ ォ ー マ ッ トは 、ISO9660

フ ォ ー マ ヅ トが 存 在 し て い な か っ た 時 期 に 開 発 され た 関 係 上 、 独 自の フ ォ ー マ ッ トを 採 用

して い た 。

(2)ISO9660へ の 対応

最 近 にな っ て 、CD-ROMフ ォー マ ヅ トの 標準 と してISO-9660が 広 く認 め られ 、パ ソ コ ン や

ワー クス テ ー シ ョンな どで もISO-9660規 格 のCD-ROMを 、 フ ロ ッピ・一一・デ ィス クやハ ー ドデ ィ

ス ク と同 じ用 に扱 える(読 め る)よ う に な って き た。 パ ソ コン のMS-DOS環 境 では 、 マ イ ク ロ

ソフ ト社 のMSCDEX(マ イ ク ロ ソフ トCD-ROMエ クス テ ン シ ョン)が ほ とん どの機 種 で 用 意 され

て お り、 ハ ー ドウ ェアの 違 い を吸収 して、 プ ロ グ ラム の 移 植 性 や互 換 性 が 向上 して い る 。

この よ う な 環 境 の 前 進 を 踏 ま え て、 日外^アソ シエ ー ヅ で もISO標 準 に基 づ くCD-ROMを 開

発 ・試 作 した 。 新 しいISO規 格 のCD-ROMを 作 る に 当た っ て、 それ までの 『バ イ プル ズ 』 で

の経 験 を活 か し、単 純 に 『バ イ ブル ズ 』 の フ ォー マ ッ トを変 更す る だ け では な く、 新 しい

企 画 に対 応 で き る物 を 目指 した。

具体 的 な 内 容 と しては 、 辞 書 の よ う な検 索 ・索 引主 体 の ア プ リケー シ ョン に も、 手 軽 に

対 応 で き るも の を 目指 した 。
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(3)バ イ プル ズ ・フ ォー マ ッ ト(デ ー タベ ー ス型)の 特 徴

バ イ ブル ズ はCD-ROMを ベ ース と した検 索 の み の デー タ ベー ス シス テ ム で あ る 。 したが っ

て検 索 の み の(登 録 や変 更 を行 わ な い)機 能 を高 速 に 実行 で き 、検 索 時 に必 要 な 演 算 や イ ン

ター フ ェー ス機 能 を持 つ こ と を重 視 した。 ま たCD-ROMの 大 容量 を上 手 に利 用 す る た め に 、

複 数 の デ ー タ を独 立 して 個 々に、 あ る い は 同時 に検 索(横 断検 索)し た り、 文 字 項 目や 数値

項 目の論 理 演 算 や比 較 演 算 な ども考 慮 して設 計 され た。 バ イ ブル ズ フ ォー マ ッ トの 詳 細 に

関 して は 昨 年 の報 告書 「日本語 対 応CD-ROM標 準デ ー タベ ー ス の 構 築 」 も しくは 「C

D-ROMテ ス トデ ィス クハ ン ドブ ック 」 を参 照 の こと。

(4)CDbase(辞 書 型)の 特 徴

CD-ROMも デ ー タベ ー ス で さ まざ まな キー ワー ドを組み 合 わ せ て絞 り込 み なが ら検 索 す る

だけ で な く、 辞 書 の よ う に手 軽 に検 索 した い と い う要求 が 強 ま りつ つ あ る。 どち ら も検 索

す る とい う点 で は 同 じで ある が 、細 か い点 で要 求 される 性 格 に差 が あ り、 実 現 す る機 能 ・

使 用 方 法 な ど に よっ て い くつ かの 実 現 方 法が 考 え らる。

1)仮 名 検 索 、漢 字 検 索 、 前方 一 致 、後 方一 致 、条 件 検 索 な どの 検 索 方 法 毎 に イ ンデ

ッ クス を用意 し、汎 用 的 なひ とつ の プ ロ グ ラム で検 索 す る こ と を 目指 した もの 。

2)デ ー タ に依 存 しな い汎 用 的 な検 索 エ ンジ ン を用意 し、 検 索 部 を シン プル で 高速 な

物 とす る。 検 索 時の 基 本 的 な論 理 演 算 や 比較 演 算 は検 索 エ ン ジ ンで行 うが 、本 文

デ ー タの 扱 い は 検 索 エ ン ジン を呼 び 出 した入 力 ・表 示 部側 で 行 う。

日外 ア ソ シ エー ッで は2)の 考 え 方 を基 に してCDbaseと 呼 ぶ デ ー タ ベ ー ス ・シス テ

ム を試 作 した。CDbaseの フ ォ ー マ ッ トは 、 きわ め て簡 潔 にで き て い る 。 図4.3.

1の よ う にkey、wordフ ァ イル と呼 ば れ るB+木 型 か らな る イ ンデ ック ス 部 とindexフ ァイ

ル と 呼 ば れ る 本 文 へ の ア ドレスポ イ ンタ部 、 それ にtextフ ァイ ル と呼 ば れ る 本 文 フ ァイ

ルか らなる 。

検 索 用 のkey語 の 文 字 コ ー ドは 、NULL文 字(す べ ての ビッ トが0'の 文 字)をkey語 の終 わ

りを示 す ス トッパ と して 用 いる 以 外 、特 定 の 文 字 コー ドを使 う規約 は な い 。標 準 検 索 関数

は、 渡 され た文 字 列 の ま までKey、wordフ ァイ ル を検 索 す る。 また 、検 索結 果 は 本 文 フ ァ

イル の 該 当項 目内容 をそ の ま ま返 し、本 文 デ ー タの 内部 につ いて は 関 与 しな い。

CDbaseで は 、 図4.3.2の よ う にkey、word、indexフ ァイ ル の3つ が1セ ッ トと

な り、 この キ ー項 目で 検 索 され た 結 果 は、 この フ ァイル セ ッ トと対 応 して い る 本 文 フ ァイ

一53一



key word index text

＼
斤 、

文字列n-1
、

文字列0 下 長さ 本文O

文字列2n-1 文字列1 r 長さ 本文1

,◆
＼ 長さ 本文2

/ 長さ

＼
'

'

文字列n-1 '

'

文字列n

'

'

'

'

図4.3.1CDbaseデ ー タ構 造

KEY

WORD

INDEX

TEXT

key2

word2

index2

、'

text1

図4.3.2フ ァ イ ル構 成(例)
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ル をポ イ ン トして い る 。key、word、indexフ ァイル群 を複 数 用 意 し、 おの おの が 同 じ本

文 フ ァイ ル を参 照 す る よ うに して お けば 、 さ まざ ま な条件 での 複 合 的 な 検 索 も可 能 とな る。

ま た 、 この よ うな グル ー プ を 同時 に1枚 のCD-ROMに 共存 させ る こと も可 能 で ある 。 これ

は、 い くつ かの 独 立 した デ ー タ をひ とつ のCD-ROMに 格 納 で き る こと を意 味 す る。 さ らに、

textフ ァイ ル の 内容 に制 限 が な い こ とか ら、表 示部 の 責 任 で 図形 デ ー タな ど を扱 う こ とも

可能 で ある 。

日外 ア ソ シエー ッ で新 しいフ ォー マ ッ トを作 成 した 目的 は 、CD-ROMで 提 供 で き る製 品の

範 囲 を広 げ、 新 しい対 象 に対 応 して い くこ とにあ る 。た とえ ば 、

1)検 索 シス テ ム を 自分 達 の シス テ ム に取 り込 み た い

2)和 英 辞 書や 用 語 事 典 を ワ ンタ ッチで 検 索 した い

3)検 索 結果 を即 座 に ワー プ ロや エ デ ィタの テ キス トと して取 り込 み た い

4)MS-DOSで 利 用 す る 際 にプ ログ ラ ムサ イズ をも っ とコ ンパ ク トに した い

な どの さ まざ まな 要 求 に 応 え る ため の 基 礎 的 システ ム が必 要 とな った 訳 で あ る。

CDbaseに は 、CDbaseフ ォー マ ッ トのCD-ROMを ア クセ ス す る ため の 、 標 準 検

索 関 数 群 が 用意 され て い る 。 この標 準 検 索 関数群 を利 用 すれ ば 、 自由な ユ ーザ イ ン ター フ

ェー ス を持 つ シス テム を、 手 軽 に デ ザ イ ン し作成 す る こ とが で き る。 この 標準 検 索 関 数 は

ISO9660の 上 に構 築 され たCDbase論 理 フ ォー マ ヅ ト(図4.3.1)を 扱 い 、

MS-DOSで は どの機 種 で も 同一 ライ ブ ラ リで 動作 す る な ど、 きわ め て移 植 性 の 高 い プ ロ グ ラ

ム に な って い る。

CDbaseに は も う一 つ 特 徴 が あ る。 それ は デ ー タフ ォー マ ッ トにセ ク タ とか プ ロ ヅ

ク とか の 概 念 を持 って い な い こ とで あ る。 デー タ は切 れ 目の な い流 れ(ス トリー ム)の よ う

に連 続 して い る。 この よ うな 構 造 をと った のは 、CD-ROMを 事実 上 最 も よ く扱 うUNIXやMS-D

OSの フ ァイル シス テ ム がByte列 を基 本 に して いる こと によ る。

(5)今 後の 展 開

既 存 のバ イ ブル ズ型 のCD-ROMフ ォー マ ッ トは 、ひ と通 り完 結 し、 完 成 した形 態 を持 って

い る の で 、 い ま までの 製 品体 系 に採 用 して い く予 定 で あ る。CDbaseに つ いて は 、 バ

イ ブ ル ズ で対 応 しきれ な い シ ス テム に関 して、 ユー ザ の要 求 に 応 じた カ ス タマ イ ズ を行 え

る シ ス テ ム と して 、活 用 で き る もの と考 えて いる 。
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4.3.2WING

富士 通 で はCD-ROM用 の 辞 書 フ ォー マ ッ トと してrWING」 を提案 して い る 。本

章 で はrWINGJフ ォ ー マ ッ トの 概 要 に関 して解 説 す る 。

(1)電 子 辞書 シ リー ズ 開発 の 背 景

CD-ROMの 大容 量 とク イ ック リフ ァ レンス(ス ピー デ ィ な検 索 ・参 照)を 活 かせ る

とい う意 味 で メ リッ トが 明確 な ア プ リケ ー シ ョン と して、 デー タベ ー ス と辞 書 が 考 え られ

る 。特 に、 辞書 ・事 典 類 につ い て は 、パ ソコ ン での ビ ュー アや 各 種 アプ リケー シ ョ ンに 限

らず 、 ワー プ ロやDTPへ の 応 用 が 期待 され る。

日本 で最 初 の 一般 向 けのCD-ROMア プ リケー シ ョン と して 開発 した 『広 辞 苑CD-

ROM』 の経 験 をも と に 、 さ ま ざ まな 辞典 に集 積 され て い る 豊 富 な情 報 をCD-ROMに

デ ー タ ベ ース 化 したの が 、 『電 子 辞 書 シ リー ズ 』 であ る 。 これ まで に 、前 述 の趣 旨 で 開発

した 『電子 辞 書 シ リー ズ 』 には 、 広 辞 苑CD-ROM(岩 波 書 店)、 現 代 用 語の 基 礎 知 識

CD-ROM(自 由国 民 社)、 最 新 医 学 大辞 典(医 歯 薬 出 版)、 角川 類 語 新 辞典(角 川 書

店)、 ニ ュー セ ン チ ュ リー 英 和 辞 典 ・新 ク ラ ウン和 英 辞典CD-ROM(三 省堂)が あ る 。

(2)WINGフ ォー マ ッ ト

い く ら辞 書 ・事 典 と して の 機 能 が 高 くて も、検 索 す る の に あ ま り時間 が か か って は 、 利

用 者 は イ ライ ラす る こ と にな る 。 基 本 的 な検 索 につ い て 、 検 索 結果 を表 示 す る ま での 時 間

と して 、長 くて も3秒 以 内 を保 証 す べ き と考 え て 、 キー ワー ドに対 して 階層 イ ン デ ッ クス

構 造 を採 って い る。 大 容 量 の デ ー タ を検 索す るCD-ROMソ フ トウ ェアの 場合 、 イ ンデ

ッ クス構 造 を とるの が 常 識 と いえ る が 、仮 にイ ン デ ッ クス を持 た な い場 合 につ い て考 え て

み よ う。電 子 辞書 シ リー ズ の ひ とつ 『最 新 医学 大辞 典CD-ROM』 の場 合 、総 容 量 は約

500Mバ イ トであ る 。CD-ROMの デー タ 転送 速 度 は150Kバ イ ト/秒 なの で 、 こ

れ を単純 に最 初 か ら最 後 ま で読 み 込 み 処 理 をす る だ け で約3400秒(約'57分)か か る

計 算 にな る。 これ で は、 使 い もの にな らな い。

パ ヅケ ー ジ メデ ィア と して有 効 に利 用 され る よ うにr電 子 辞 書 シ リー ズ 』CD-ROM

に っ いて は、ISO9660へ の 準 拠 に止 ま らず 、 イ ン デ ッ クス 構 造 を含 む デー タ の 記録

形 式(本 文 デー タ 、 メ ニ ュー表 示 用 デー タ、文 とイ メー ジ デ ー タの 関 係 な ど)を 共 通 化 し
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て いる 。 また 、 富 士 通 で は 『電 子 出版 』 に よ る情 報 供給 を よ り広 範 に行 え る よ う にす る こ

と を 目的 に、 この 記 録 形 式 をrWING規 約 』 と して 「日本 電 子 出版 協 会 」 な どの 場 で 標

準 化 の 提 案 を して きた 。 共 通 化 ・標 準 化提 案 の趣 旨 と して は、 以 下 の よ うな もの が あ る 。

・イ ンデ ッ クス の 共 通 化 に よる検 索 方 法の 統 一 で各種 情 報 の 相互 利 用 が可 能 に な る。

・デ ー タ 加 工 な ど を含 む アプ リケー シ ョンの 幅 を広 げ る ことが 可能 に な る。

・検 索 ソフ トと独 立 にCD-ROM供 給 が 可能 にな る
。

上 記 の 目的 で 、 パ ッケ ー ジ メデ ィ ア と してのCD-ROMに よる情 報 供 給 が 活 発 にな る

こと を狙 って 、r電 子 辞 書 シ リー ズ』 と検 索 ソ フ トウ ェア を独 立 した商 品 と して 消 費 者 に

提 供 して い る 。 検 索 ソ フ トウ ェア と して は 、 ワー プ ロの 文書 作 成 中 に検 索 ・引用 を可 能 に

す る ソフ トウ ェア や パ ソ コ ンで検 索結 果 を他 の ア プ リケ ー シ ョンで利 用 で きる よ う に考 慮

した検 索 パ ッケ ー ジな ど を用 意 して いる 。 ま た 、パ ソコ ン ア プ リケ ー シ ョンか らの 利 用 を

可能 にす る 検 索 イ ン ター フ ェー スの 提 供 につ い て も検 討 して いる。

(3)WINGフ ォー マ ヅ トに盛 り込 ん だ機 能

r最 新 医学 大 辞 典 』CD-ROMを 例 に、WINGフ ォー マ ッ トの 持 つ 機 能 を紹 介 す る。

このCD-ROMに は 、 デー タ と して簡単 で的 確 な 用語 解 説 や オ リジナ ル 図 表 で 、 臨 床 ・

基 礎 ・社 会 医 学 系 をは じめ 歯 学 ・薬 学 ・看 護 学 ・東 洋 医学 ・関連 法 規 な ど、 医療 関 連 領

域 を広 くカバ ー す る 「最 新 医学大 辞 典 」(医 歯 薬 出版社 刊 行)の 全 項 目を収録 して い る

(見 出 し語:約4万 語)。

WINGフ ォ ー マ ッ トで 規約 してい る イ ンデ ック ス を このCD-ROMに 対応 させ て紹

介 す る と 、 見 出 し語(読 み)、 表 記 形(漢 字 や ア ル フ ァベ ッ ト)、 そ れ ぞ れ の 前 方 一 致 、

後 方 一 致 、条 件 検 索 、 お よび 見 出 し語条 件 検 索 用 の イ ン デ ック スが あ る(表4.4)。

この ほ か に 、WINGで 規 定 してい る メニ ュー 検 索の 機 能 を使 用 して 、 官 公 庁 、 研 究 所 、

大 学 、 病 院 、 専 門 学 校 、 保 健 所 な どの 住所 が 検 索 で きる よ う にな っ て い る。
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表4.4CD-ROM検 索 機 能

見 出 し語検索 一 般 に 冊 子 版 の辞 書 ・事典 類 を引 くの と同 様 に 「読 み=か な 」

を入 力 して 検 索 す る 方 法 で あ る。

表記形検索 単 語 の 表 記(漢 字 や ア ル フ ァベ ッ ト)を 入 力 して 検 索 す る 方 法

で ある 。 冊 子 版 で は 、 「単 語の 読 み 」 が分 か らな け れ ば 引 くこ と

が で きな か った が 、 表 記 によ るイ ンデ ックス をCD-ROM上 に

用意 す る こ と に よ って 表 記 に よる 検 索 を可 能 に して い る 。

前方 一致検索 「染 色 体 ～ 」 に対 して 、 【染 色 体 】 、 【染 色 体 キ メ ラ】 、 【染

色体 パ フ】 な ど とい う よ う に、 同 じ文 字 で始 ま る語 句 を探 す 方 法

で あ る。 後 ろが 不 明確 な 時 の言 葉 探 しな どに有 効 な手 段 であ る 。

後 方一致検索 「～ 染 色 体 」 に 対 して 、 【染 色 体 】 、 【マ ー カ ー 染 色 体 】 、 【

Ph染 色 体 】 、 【A染 色 体 】 な ど、 同 じ後 半部 分 を持 つ語 句 を リ

ス トア ップす る ため の 検 索方 法 で あ る。

条件検索 「細胞 分 裂 」 「染 色 体 」 「配列 」 な ど、 い くつ か の キ ー ワ ー ド

を入 力 す る こ とに よ っ て 、 【染色 体 配 列 】 、 【微 小 管 】 、 【付 帯

核 板 】 な ど と い っ た指 定 キー ワー ドを解 説 文 中 に す べ て 含 む語 句

を検 索す る 方 法 で あ る。 これ によ っ て、 上記 の よ うに あ る 事柄 に

関 係 の ある 言 葉 を探 し出 す こ とが で きる 。

メ ニ ュー検 索 メニ ュー に あ る項 目を 次 々選択 す る こ とで 目的 の記 事 を探 しだ

す 。

見出 し語条件検索 学 術 語や 新 語 な どの複 合 語 を検 索 しやす くす る た め に、 見 出 し

語 を構 成 す る 単 語 を複 数 指 定 して検 索 で ぎ る よ う に した もの 。

一58一



.(4)パ ヅケ ー ジ メデ ィア と しての 考 慮

各 社の パ ソ コ ンや ワー プ ロで の再 生 を考慮 して 、CD-ROMへ の 記 録 に つ い て は以 下

の よ うな考 慮 を して い る 。

・コー ド系:JISコ ー ド第 一水 準 、 第 二水 準.を使 用 して 、JIS規 定 以 外 の も の につ

い て は 、 文 字 パ タ ー ン をCD-ROM上 に記録 して い る。

・ ドッ トイ メー ジデ ー タ:ON/OFFの 二 値 デー タ をそ の ま ま記 録 して い る 。冊 子 版

よ り解像 度 の低 い 画面 表 示用 とプ リン タ印刷 レベ ル の もの を記 録 して いる

・ボ リュー ム お よ び フ ァイル 構 造:ISO9660準 拠

(5)課 題 と展 望

1)シ ソー ラス の 充 実

医療 用 語 が複 合 語 であ る こ と を考慮 して 、 見 出 し語 を分 解 して 検 索 対象 にす る こ とに よ

っ て 、 目的 の用 語 の ヒ ッ ト率 を上 げ る ことが で きた 。 しか し、 翻 訳 用語 の 不 統 一 の 面 は 否

めず 必 ず しも あ る キー ワー ド指 定 に対 して す べて の 用語 が 検 索 で き る よ う に で きな か った 。

医療 用 語 の シ ソー ラス(類 語)の 整 理 が進 め られ る こと に よ って 、 よ り的確 に検 索 で き る

も の に なる と考 え る。

2)標 準化 へ さ らな る 努 力

入手 した い デー タ に よ っ て再 生 で き る機 器(パ ソコ ン、 ワー プ ロ、 ワー クス テー シ ョン)

が異 な って い たの では 、 情 報 流 通 は 覚束 な い 。最 初 に述 べ た よ う に、CD-ROM上 に 記

録 した デー タ をパ ッケ ー ジ メデ ィ ア と して 流通 させ る ため には 、 検 索用 イ ン デ ッ クス を含

む記 録 形 式 の共 通 化 が 不 可 欠 で あ る 。電 気 メー カ ー他 社 、 出版 界 、 印刷 業 界 を含 め て 、 情

報 供 給 元 に 対 して 、rWING規 約 』 な どの デー タ 記録 形 式 の 標 準化 につ い て提 案 して 行

き た い と考 え てい る。

また 、 パ ソ コ ン ア プ リケ ー シ ョ ンでの 利 用 を可 能 にす る た め に、 共通 化 した イ ンデ ック

ス につ い て 、容 易 に利 用 で きる アク セス 法 の実 現 も ひ とつ の 方 法 か と考 える 。

3)マ ル チ メデ ィアの 利 用

CD-ROMXAやCD-1、 富士 通FM-TOWNSな どの よ う に、 今 後 、パ ソコ

ンの 画 像表 示 機 能 や 音声 の再 生機 能 の 強 化が 期 待 で きる 。 これ らの機 能 を利 用 す る こと に
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よ り、検 索 結 果 のマ ル チ メデ ィア 表 現(例 えば 、 臨床 例 に対 す る ナ レー シ ョンや 指 示棒 を

利 用 した説 明)な どの 情 報 伝 達 の 広 が りが期 待 され る。

富 士通 で はWINGフ ォー マ ッ トの 拡 張 お よび 再 生ル ー ル を含 む デ ー タ形 式の 検 討 に よ

り、 マル チ メデ ィアへ の 展 開 が 可 能 にな る もの と考 え て い る。

もち ろん 、 そ の ため には これ まで の 「電子 辞 書CD-ROM」 で 行 わ れ たCTS(コ ン

ピ ュー タ タ イ プセ テ ィ ン グ シス テ ム)デ ー タの 応 用 か ら、 ビ デオ デ ー タ と冊 子 デー タ を混

在 させ る新 しい 編集 が 必 要 にな って くる 。 マル チ メデ ィ ア を主 体 に した 編 集 を可能 にす る

ハ イ パ ー テ キス ト技 術 の 利 用(例 え ば 、TownsGEARな ど)や 『電 子辞 書 シ リー

ズ 』 への マル チ メデ ィ ア機 能 の 追 加 な どで この 問題 を解 決 す る予 定 であ る 。
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5.糸 吉 言

5.1ま と め

(1)マ ル チ メデ ィア シ ス テ ム用 媒 体 の検 討

マル チ メデ ィア 対応 の 電 子 出版 に関 す る媒 体 の検 討 お よび 標 準 化 動 向 の調 査 を行 な った 。

現 時点 で はCD-ROMが 生 産 性 ・信 頼性 ・標準 化 の点 で 最 も 現 実 的 な媒 体 で ある とい え

る 。将 来 的 にはICカ ー ドや 光 磁 気 デ ィス ク も有 望 で あ り、情 報 の デ ジ タル 化 も情 報 を媒

体 か ら独 立 す る 方 向 に働 くと思 わ れ る。

(2)光 デ ィス ク標 準 化 の 概 要

光 デ ィス ク の 実用 化 の 経 緯 およ び標 準 化 の動 向 を調 査 した。 そ の 中 で、 光 デ ィス ク に お

け るCD-ROMの 位 置 付 け 、 書 き換 え可 能 光 デ ィス クの標 準 化 動 向 に関 して の 現 状 を 明

らか に した 。

(3)マ ル チ メ デ ィ アデ ー タフ ォ ー マ ッ トに 関す る標 準化 動 向

全 部 で6回 の調 査 委 員 会 を開 催 し14の 項 目につ いて講 演 お よ び デ ィス カ ッ シ ョン を実

施 した 。 本調 査 委 員 会 に よ りマ ル チ メ デ ィア デー タ フ ォー マ ッ トの標 準 化 動 向 の概 要 を把

握 す る こ とが で きた 。 委 員 会 の 内容 を収 録 ・文 書 化す る こと に よ り作 成 した 資 料 は今 後 の

検 討 材 料 とす る予 定 で あ る 。

5.2今 後 の 課 題

今 回 の調 査 に よ りCD-ROMな どに よる パ ッケ ー ジ系 の電 子 出版 に 関連 す る標 準化 の

動 向 の概 要 をつ か む ことが で きた 。 今後 は デ ー タ提 供者 およ び 利 用 者 が 自由 に利 用 で き る

デ ー タベ ー ス構 造 の検 討 、 さ らに さ まざ まな デー タベ ース を利 用 す る こと を 可能 にす る た

めの 標 準 アプ リケ ー シ ョン イ ン ター フ ェー ス の構 築 な どが 重要 と思 われ る。

電 子 出版 普及 の た め には 、 出版 社 をは じめ と してハ ー ド ・ソフ トウ ェア 関連 企 業 の 協 力

が不 可 欠 で あ る。 今後 、 各 社 の 協 力 の上 で 電 子 出版 に よ り情 報 の 蓄積 ・流 通 ・利 用 の効 率

化 を図 る こ とに よ り、 日本 の み な らず 国 際 的 な コ ミュニケ ー シ ョンの 円滑 化 に貢 献 す る こ

とが 望 まれ る。

今 回 の調 査 にあ た り心 よ く御 協 力 いた だ い た講 師 の方 々 をは じめ 委 員 お よび オ ブザ ー バ

の 皆 様 に 心か ら感 謝 す る 。
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